
寒
冷
及
温
熱
ノ
下
腿
ノ
血
流
及
新
陳
代
謝
ニ
及
ギ
ス

影
響
－
一
就
テ

。s巴
5
0
2。。
z
e向。】間宮司周囲何回一

r
o
a
包
囲
両
日
。
。
E

Z唱
。
ロ
円
r
e
E。。
L

2
。要

冒

o
g
r
e

－us
。
町
民
m
ω
g
g
。同

F
o
r
m－

mw
里山

H
W
句
吋
h
F
m
w
q
N
p
d司
M
W

一
問
。
周
回
。
M
H
F

吋
『
。

g
p
o

。zr。
宮
品
目
。

2
2
F。
。
「

F
。
同
々

o
S
H
E－Z
江戸－

c
＝一
5
2
目
許
可
（
吋

2
円
岡
山
円
。
自
国
同
件
。
｝

京
都
品
市
岡
大
曲
目
＋
啓
患
部
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
指
導
）

大
事
院
畢
生

響
皐
士

堀

安

左

衛

門

序

説

周
園
温
度
ノ
高
低
A

凡
ユ

Y
生
物
ノ
生
活
朕
態
町
一
獲
化
ヲ
起
ス
。
最
下
級
ノ
原
生
動
物
ヨ

9
人
類
－
一
至
Y

マ
デ
寒
熱
－
一
ヨ

1
7大
小
ノ
反
感

ヲ
起
サ
v
u
y

毛
ノ
ナ
ジ
。
原
生
動
物
ノ
運
動
ガ
適
度
ノ
加
温
－
一
ヨ

y
増
加
ジ
、
熱
－
一

ヨ
y
滅
却
シ
途
ュ
静
止
ス

Y

ニ
至
9
、
叉
冷
却
－
一
ヨ
H
J

ア

再
ピ
増
加
わ
V

寒
冷
－
一
ヨ

y
叉
金
ク
静
止
ス
M
F

－一至
Y
A
周
知
ノ
事
賓
ナ
リ
。
寒
毛
一
熱
毛
並
ハ
－
一
生
活
鰹
－
一
割
シ
・
ア
一
種
ノ
刺
戟
ナ
9
。
生
活
鱒
A

外
来
ノ
刺
戟
－
一
臆
J

ジ
ア
一
種
ノ
反
臆
ヲ
起
ス
。
近
代
水
治
療
法
ノ
父
ト
稽
セ
ラ
山
戸
、
ゴ
ィ

E
a－
－
己
主
氏
A

日
ク
。

r
g
p↑
こ
さ
－

FFpvHW
（刺

戟
無
キ
鹿
生
命
ナ
ジ
）
ト
。
温
熱
及
寒
冷
－
一
山
首
ス

Y
生
理
的
反
臆
ヲ
治
療
－
一
膳
用
ス

Y
A
水
治
療
法
及
各
種
加
熱
療
法
ナ

9
。
巧
E
z
－－u
u
x
氏

A

寒
熱
ノ
作
用
／
治
療
上
－
一
驚
ス
効
果
－
一
就
ア
希
望
ヲ
逃
ペ
ア
日
ク
「
五
口
人
A

寒
熱
ノ
刺
戟
ヲ
適
宜
－
一
使
用
ジ
ア
局
所
並
全
身
ノ
血
液
循
環
ノ

賦
態
ヲ
随
意
－
一
一
嬰
夏
γ
、
身
檀
各
部
－
一
供
給
ス

Y
血
量
、
血
流
ノ
遅
速
ヲ
随
意
－
一
左
右
シ
、
加
之
、
心
動
、
循
環
系
統
ノ
全
部
叉
A

一
部
－
一
於

ケ

Y
血
座
、
血
管
／
緊
張
朕
態
ヲ
随
意
－
一
一
痩
夏
ジ
、
従
e

ア
諸
積
機
関
ノ
機
能
ノ
増
減
及
新
陳
代
謝
作
用
ァ
左
右
し
V

得
Y

－一至
Y
Jベ
シ
」
ト
。
寒

第
参
A
t

，...、
原

署、＿，

期

内
三
九

（
第
京
競

一
三
九
〉



一第
参
揖
骨

熱
／
治
療
上
、
一
割
ス
u
y

先
進
ノ
期
待
A

如
斯
－
一
大
ナ
リ
。
果
シ
ア
氏
ノ
希
望
ノ
一
一
部
－
一
ア
モ
一
貫
現
セ
シ
メ
得
ペ
キ
ヤ
如
何
。
暫
ク
文
献
ヲ
調
査

ジ
ア
先
人
ノ
業
績
ヲ
観
ン
。

F『
康

箸
'-' 

繍

問
問
。

（
借
舟
球
続

一
問
。

文

献

温
熱
叉
A

寒
冷
ヲ
治
病
－
一
慮
用
セ
シ
A

一可
成
p
古
キ
ヨ
ト
ニ
シ
ア
、
本
邦
－
一
－
プ
毛
杭
泉
ヲ
治
病
－
一
昨
応
用
セ
シ
停
説
巳
－
一
紳
代
時
代
ニ
之
有

9
0
異
墾
最
一
郎
氏

A
恐
ク
混
泉
ヲ
療
病
上
－
一
使
用
セ
ジ
世
界
最
古
ノ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
云
へ

9
0
印
度
－
一
於
－
プ

A
F
E
経
典
中
ニ

A
入
湯

ヲ
接
汗
法
ト
シ
ア
使
用
セ
ジ
記
事
ア
リ
ノ
ト
云
プ
。
「
イ
ス
ラ
エ
W
F

」人

A瀬
ノ
治
療
－
一
入
湯
ヲ
皐
グ
タ
9
0
希
臓
－
一
一
於
ア

A
3
H
F占
2
・E
A
冷

水
搭
ヲ
「
エ
ジ
プ
ト
」
ヨ

y
轍
入
セ
リ
ノ
ト
云

A
Y
。
巨
z
e
C
H
・－E
A
海
水
ヲ
温
メ
ア
腰
痛
等
－
一
濯
注
セ

y
。
前
魚
類
／
負
傷
ガ
化
膿
ス
w
F

ヨ
ト

ナ
ク
海
水
中
－
－
一
－
ア
自
然
－
一
治
癒
ス
U
F

ヲ
見
・
7
、
創
傷
及
骨
折
－
一
温
海
水
ヲ
使
用
セ

9
0殊
－
一
寒
冷
ナ
Y
水
ヲ
出
血
セ
Y
創
面
ノ
周
園
二
使
用
セ

リ
。
羅
馬
－
一
ア
9
－7
A
2
E
5
A
砂
潜
（
お
と
－
己
V

－E
－
）
ヲ
坐
骨
紳
経
痛
、
閥
節
諸
病
、
水
腫
等
－
一
使
用
シ
、

C
乙
2
A
各
種
温
度
ノ
水
、
蒸

気
潜
、
砂
搭
ノ
外
、
局
部
ノ
蒸
気
潜
ヲ
四
肢
及
身
鱒
各
部

一一
使
用
セ

y
ト
云
A

M

F

。
〉
恒一ハ｝α
三
己
2

A

安
全
－
一
迅
速
－
一
倫
快
－
一
治
癒
セ
シ
ム
ペ

ク
、
冷
水
ヲ
推
奨
シ
、

k
r
E
8
5
百－
Z
A
此
方
法
－
一

47kpZ22吉
田
帝
ノ
憂
欝
症
ヲ
治
療
セ
リ
ノ
ト
云

A
Y
。中
世
期
－
一
於
ア

A
其
後
竿
－
一
於

ァ
、
漁
港
甚
ダ
盛
ト
ナ
9
殊
－
一
混
泉
ヲ
使
用
ス
Y

コ
ト
庚
カ
η
ノ
シ
モ
、
十
字
軍
ノ
後
四
一
蔓
延
セ
ジ
瀬
、
及
十
六
世
紀
ノ
「
ペ
ス
ト
」
恐
怖
時
代
－
－

入
y
－7
全
ク
閉
塞
シ
タ

y
。
十
七
世
紀
ノ
終

y
十
八
世
紀
ノ
始
メ
ニ
至
9
－
プ
英
墜
さ
cv・2
・
A

冷
水
療
法
ヲ
唱
導
シ
‘
伊
太
利
－
－
－
Y

A

苦
ロ
民
生
E

A
一
歩
ヲ
進
メ
ア
氷
ヲ
使
用
ジ
、
氷
水
ノ
飲
用
、
氷
巷
法
、
氷
水
ノ
漉
注
等
ヲ
ナ
セ
7
0
十
八
世
紀
ノ
終
リ
ノ
ニ
於
－
プ
英
盤
司
『
目
的
】
g

A
有
熱

患
者
ノ
治
療
－
一
冷
水
港
ヲ
使
用
シ
タ

y
。

十
九
世
紀
ユ
入
P
ア
ヨ
H
Y

、
一
時
水
拍
療
法
三
葉
ヘ
タ
9
シ
ガ
、
醤
一
上
正
規
ノ
敷
育
ア
受
ケ
ザ
9
シ

氏
ニ
ヨ

yeプ
盛
ニ
使
用
セ
ラ
レ
、
殊
－
一

P
5
3
E
Z
氏

A氏
ノ
名
ヲ
冠
ス
U
F

審
法
－
一
ヨ
リ
ノ
、

F
5
2－氏
A氏
ノ
費
明
ニ
ヨ

y

有
名
ナ

y
。
斯
Y
間
一
毛
賞
際
聾
家
－
一
し
て
ア
近
世
醤
事
－
一
立
脚
セ
Y
研
究
家
ナ
キ
ユ
ア
ラ
ズ
。
働
人
】

2
2円
、
氏
ト
填
寄
J

己
主
化
「
口
町
民
氏
之

レ
ナ

y
。
殊
－
一
後
者
ノ
生
理
皐
上
ヨ
9
水
ノ
身
膿
－
一
及
ポ
ス
作
用
ヲ
研
究
セ
シ
作
業
A

、
事
質
近
世
水
治
療
法
ノ
基
礎
ヲ
置
キ
シ
宅
f
ζ

シ
ア

。2・40
｝・

3
・5
E
F
W
F
5
2
v
諸

。
言
明
白
ユ
ヨ
リ



近
世
水
治
療
法
ノ
父
ト
蒋
セ
ラ
グ
。
之
ヨ
η
ノ
後
語
家
ノ
業
績
汗
牛
充
棟
毛
只
ナ
ラ
ズ
、
以
下
余
ρ

寒
熱
雨
者
別
々
ユ
重
要
ナ
M
Y

文
献
－
一
就
ア

陳
プ
Y
所
ア
ク
ン
ト
ス
。加
勲
作
用
Z
闘
ス
ル
モ
ノ

ヨ
2
5
5
N
氏
A

温
熱
A

心
動
ヲ
作
用
／
営
初
緩
徐
エ
シ
後
－
一
連
準
シ
、
血
管
A

熱
ノ
作
用
強
ク
バ
一
時
牧
縮
シ
、
後
慌
張
ス
、
血
眼
A

局
所
又
A

金
身
的
ノ
作
用
－
一
於
ア
下
降
ス
ト
一
耳
へ

p
d
p
g
E
Z
Y
G
E
t－－氏
A

混
熱
－
一
ヨ
U
F

充
血
ニ
ヨ

y
其
局
部
ノ
新
陳
代
謝
高
7

U
F

J

ベ
シ
ト
云

ヒ
、
当

E
O『
E
Z
氏
モ
亦
祖
熱
及
機
械
的
刺
戟
A

之
レ
ヲ
受
ケ
タ
M
Y

細
胞
ノ
機
能
ヲ
高
メ
、
築
養
卸
血
液
及
鰻
液
ヲ
吸
牧
ス
ト
云
フ
。

5
5・d

H
w
p
］
ロ
氏
（
一
八
九
六
年
二
腕
ヲ
ヨ

cr・2
5匂
・2
－Y

中
ニ
入
レ
ア
種
々
温
度
ノ
水
ヲ
此
内
－
一
入
レ

4

・
F
・5
氏
／

E
E
E
Z
白＝
g
o－－英
国・
2
5
0

ヲ
使
用
シ
ア
温
熱
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
流
服
（
1
2
6
2
7
2
5

大
ト
ナ

y
、
寒
冷
－
一
ヨ
リ
ノ
小
ト
ナ
グ
コ
ト
ヲ
認
メ
、
前
者
ノ
場
合
血
液
流
蓮
ノ
大
ナ
Y

ヨ

ト
後
者
z
於
－
プ
小
ナ
Y

コ
ト
ヲ
断
ジ
タ
7
0
ロ
5
・氏
A

「
エ

l
eア
Y
」
麻
酔
ヲ
施
セ
ジ
犬
ノ
一
脚
ヲ
熱
気
潜
ヲ
以
ア
温
ム

Y

コ
ト
三
十
分
、
其
脚

主
著
明
ノ
充
血
ア
Y

ヲ
認
メ
、
議
メ
露
出
γ
ア
p
u
v
股
静
脈
ヲ
切
断
セ
シ
ニ
静
脈
血
A

活
液
－
一
非
常
ノ
勢
ヲ
以
ア
持
動
シ
ナ
ガ
ラ
遊
間
セ
リ
y
q

加
熱
セ
ザ
M
F

他
側
ノ
脚
ノ
股
静
脈
ヲ
切
断
セ
シ
モ
パ
血
液
A

州
グ
M
Y

モ
樽
動
ナ
シ
、
樽
動
ヲ
以
ア
静
脈
血
ノ
道
出
ス
U

F

A

、
之
レ
ガ
源
泉
b
F
U
F

勤

脈
血
ノ
統
遠
ノ
高
マ

y
ジ
コ
ト
ヲ
読
明
ス
Y
生
理
的
事
質
ナ
9
ト
云
へ

9
0
尚
氏
A

血
液
流
速
ノ
温
熱
－
一
ヨ
リ
ア
高
マ

Y

コ
ト
A

局
所
組
織

ノ
冷
却
－
一
必
要
ナ
9
ト
云
へ

y
。
而
ジ
－
ア
下
記
ノ
如
キ
質
験
ヲ
ナ
セ

y
。
自
己
／
前
鱒
ヲ
熱
気
潜
中
二
入

ν
徐
々
ニ
之
レ
ヲ
熱
ス

Y

－
二
一
五

度
二
至
レ
バ
爪
床
－
一
不
快
ノ
灼
熱
戚
ア

y
。
一
一
四
度
ニ
－
Y
A
此
等
ノ
成
費
無
ク
充
分
堪
へ
得
M
F

コ
ト
ヲ
擁
メ
、
後
－
一
上
勝
ヲ
諮
訣
帯
ヲ
以
－
プ

緊
縛
シ
前
勝
－
一
中
等
度
及
高
度
ノ
欝
血
ヲ
起
サ
ジ
メ
前
記
ト
同
様
－
一
熱
気
潜
中
－
一
入
レ
ア
熱
セ
シ
ニ
前
者
－
一
於
ア
A

九
八
度
－
一
ア
後
者
－
一
一
於

－7
A

巳
ュ
七
八
度
－
一
ア
爪
床
－
一
灼
熱
戚
ヲ
費
ヘ
タ

p
。
夏
二
削
牌
ヲ
駆
血
帯
ヲ
以
e

プ
駆
車
ス
U
F

ヨ
ト
十
六
分
間
一
一
ジ
ア
、
腫
血
帯
ヲ
除
去
ス
M
F

ト
k

f

A

著
明
／
反
臆
充
血
起
U
F

。
此
際
非
常
ノ
血
液
流
速
ノ
増
加
ア
リ
、
此
時
手
ヲ
熱
気
治
器
中
国
一
入
y
、
時
A

一
四
五
度
ノ
混
度
ニ
ア
毛
向

充
分
堪
へ
得
Y
程
度
ナ
η
ノ
ト
云
フ
。
前
同
様
ノ
質
験
－
一
ヨ
？
プ
、
血
流
ノ
蓮
進
ガ
熱
傷
叉
A

火
傷
ヲ
防
護
ス

Y
作
用
ア
Y

コ
ト
ヲ
讃
明
セ
リ
ノ
。

而
シ
ア
犬
ノ
肢
ヲ
熱
ス
U
F

ト
キ
A

強
度
／
充
血
ヲ
起
ス
宅
、
殺
汗
－
一ヨ

？
ア
局
所
漏
度
ノ
調
節
ヲ
行
ヒ
得
ザ
Y
ガ
潟
－
一
冷
却
ヲ
要
ス
M
F

コ
ト
A

骨
帰
参
品
世

F園、

原

著書

期

阿
佐l

（
第
成
競

一
間

一
ず



留
即
串
少
品
骨

F『
原

著

期

問
凶

（
第
威
時抗

一
阿
ニ〉

人
ニ
比
シ
ア
吏
－
一
大
ナ
U
F

モ
ノ
ア
U
F
J
ベ
ク
、
随
ア
血
統
ノ
蓮
進
A

人－
一
比
シ
ア
夏
ニ
大
ナ
U
F

ペ
ジ
ト
云
へ

9
0

znT
氏

二

九

O
二
年
）
A

動
物
ノ
全
血
液
量
ノ
約
三
分
f

一
ニ
相
官
ス

Y
血
液
ヲ
動
脈
ヨ
リ
採
取
ジ
、
其
繊
維
素
ヲ
脆
却
ぞ
プ
後
静
脈
内

－
一
注
入

ス。

此
事
ヲ
約
五
乃
至
七
回
反
覆
ジ
、
動
脈
血
ヨ

リ
殆
ド
繊
維
素
ヲ
採
取
ジ
得
ザ
M
F

ュ
至

y
－
プ
血
液
注
入
ニ
使
用
セ
ジ
股
静
脈
ノ
末

梢
端

－
ニ
ー
カ
ユ
ユ

1
レ
」
ヲ
挿
入
シ
、
之
レ
ヲ
「
ピ
ユ

1
レッ
ト
」
ト
接
績
シ
、
「
ピ
ユ

1
レ
ッ
ト
」
内
田
一
五
又
A

十
詑
ノ
血
液
ノ
疏
入
ス

Y
時
間
ア

測
定
ス
U
F

方
法
ヲ
案
出
シ
、
脚
－
一
寒
冷
ヲ
作
用
セ

ジ
ム
Y
ト
キ
A

其
血
管
ノ
牧
縮
ヲ
、

湯
婆
（
J
J
Z
E
de
－－
24）

ヲ
以
－
プ
温
ム
M
Y

ト
キ
A

該
肢

ノ
股
静
脈
－
一
一
於
ケ
Y
血
液
流
蓮
ノ
高
マ

Y

コ
ト
ヲ
謹
明
セ
リ
。

昌
三
宮
・
氏
（
一
九

O
九
年
）
A

頭
部
、
胸
部
、
腹
部
、
四
肢
ヲ
夫
々
秤
ノ
上
ュ
置
キ
、
上
記
一
都
ヲ
冷
却
又
A

加
温
セ
バ
業
部
－
一
充
血
ノ
程
度

－
一
腹
ジ
ア
、
重
量
－
一
差
ア
Y

コ
ト
ヲ
認
メ
、
同
S
E
E
及

ロ
ド
ュ
2
氏
（
一
九
二

O
年）

口三
・2
6P

及

容

を
rg
E
氏
（
一
九
二
一
年
）
等
A

人

ノ
前
勝
司
／
祖
湯
中
二
度
ス
ト
キ
A

其
部
ノ
血
統
ヲ
高
メ
、
表
在
静
脈
中
ノ
血
液
、
動
脈
血
－
一
近
キ
外
見
ヲ
呈
ス
ト
云
へ
9
。
宮
口－
向。
円
氏
（
一
九
二

一
年
）
A

家
兎
ノ
膝
臓
部
、
耳
翼
、
結
膜
－
一
諸
種
温
度
／
水
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
、
南
眼
憤
大
レ
ン
ズ
ヲ
以
－
7
観
察
ス
Y
ト
キ
ミ
勝
臓
部
－
て
プ
A

四
十
三
度
ヨ

9
四
十
六
度
迄
A

血
管
旗
張
し
V

血
統
増
加
ア

9
、
五
十
度
目
て
プ
A

一
時
血
管
ノ
牧
縮
ア
時
ノ
、
五
十
六
度－一－
7

A

直
二
血
管
ノ
牧
縮

ヲ
認
ム
。
耳
翼
恒
一
一
於
－
7

A

五
十
二
度
－
一
－
7

A

血
管
持
績
的
二
燐
大
ジ
、
五
十
三
、
四
度
－
一
ア
A

始
メ
慌
大
シ
後
牧
縮
ア
起
ス

。且
ッ
無
敷
ノ
貼
斌

皮
下
溢
血
ア

9
0
六
十
度
以
上
二
一
於
e

y

A

温
熱
ノ
及
プ
期
間
A

慌
大
ス

Y
毛
、
温
熱
作
用
無
キ
ニ
至
レ
バ
其
作
用
セ
シ
範
囲
二
一
於
－Y
血
管
牧
縮

ジ
ア
金
ク
閉
寒
ス
。
結
膜
－
一
－
Y

A

四
十
二
度
ヨ

y
五
十
六
、
七
度
迄
強
度
ノ
充
血
ア

9
、
表
屠
ノ
血
管
旗
張

ν
、
或
A

血
流
逮
進
（
五
十
度
迄
）
叉

A

欝
血
賦
態
ヲ
皇
ス
ト
云
へ

9
0
閉店。

5HA
氏
（
一
九
一
二
年
）
A

氏
〆
考
案
－
一
ヨ
U
F

電
気
法
（
電
流
計
又
A

電
話
器
ヲ
使
用
ジ
）
又
A

色
素
注
入

法
（
メ
チ

ν
ン
青
）
－
一
ヨ

9
牌
臓
、
腎
臓
、
腸
管
、
網
膜
等
ヲ
血
液
ガ
通
過
ス
U
F

－
一
要
ス

Y
時
間
ヲ
測
定
シ
、
此
際
内
臓
諸
器
開
ヲ
、
偶
然
又
A

故

意
ニ
冷
却
ス
M
F

ト
キ
A

其
血
統
時
間
永
ク
、
祖
ム

Y
ト
h

T

A

短
縮
ス
ト
云
へ

9
0

d
3
5氏
（
一
九
二
三
年
）
A

猫
ノ
全
身
ヲ
視
メ
ア
韓
塩
一
度
ノ
上
昇
ヲ
ナ
ス
ユ
至
U
F

ト
キ
A

全
身
循
環

一
分
時
血
量
増
加
ト
同
時

－一
蕎
薮
静

脈
流
域
昌
一
於
－
Y
血
流
ノ
増
加
ア
リ
。
之
レ
ト
同
時
－
一
新
陳
代
謝
ノ
増
加
ヲ
認
メ
タ

y
。

F
BZ『
A
C
口
氏
〈
一
九
二
三
年
コ
人
ノ
前
勝
司
ノ
熱
ス
グ



ト
キ
A

其
肢
ヨ

p
採
取
セ
シ
静
脈
血
ラ
ア
酸
素
容
量
ニ
殆
ド
襲
化
無
キ
ニ
闘
で
プ
ズ
、
酸
素
ノ
合
有
量
増
大
セ
M
Y

コ
ト
卸
チ
該
静
脈
血
ノ
百
分

比
飽
和
度
（

3
5
2
g舶
な
喜
酔

5
・E
U
H
W）
ノ
増
加
、
換
言
セ
バ
酸
素
消
費
量
／
減
少
ヲ
認
メ
ア
之
レ
恐
ク
血
液
疏
蓮
ノ
加
A

9

V

ニ
ヨ
グ
ナ
ア

シ
ト
推
想
セ

y
。
吋
g
c
E
及
盟
国
芯
氏
（
一
九
二
三
年
）
A

人
ア
ジ
ア
四
十
五
度
前
牌
潜
ヲ
ナ
サ
ジ
メ
、
一

O
l
一
五
分
後
其
肢
ノ
静
脈
血
ヲ
採

取
引
v
eプ
同
P
E
P
S
氏
法
－
一
ヨ

9
調
査
セ
ジ
－
一
酸
素
ノ
量
－
二
大
ナ
Y
品
質
化
ヲ
認
メ
難
キ
モ
、
山
灰
酸
瓦
斯
ノ
著
明
ノ
滅
少
ヲ
認
メ
、
熱
気
潜
中
品

上
肢
全
部
（
肩
脚
部
迄
）
ヲ
入

ν
ア
二
十
分
間
祖
ム

Y

ト
キ
ニ
別
記
ト
問
機
ノ
援
化
ア

Y
ヲ
認
メ
タ

p
o
U
2
5
及
冨

g
r
g氏
等
A

（
一
九
二

四
年
）
「
バ
ゼ
ト
ヲ
L
病
患
者
－
一
一
於
ア
全
身
血
流
ノ
迅
速
ナ
Y
ヲ
讃
シ
、
之
レ
ト
同
時
－
一
上
勝
静
脈
血
中
酸
素
合
有
量
ノ
大
ナ
Y
ヲ
認
メ
ア
血
流

ノ
大
ナ
U
F

謹
左
ト
ナ
セ

Y
O
KE
C｝
同
氏
A

（
一
九
二
四
年
）
人
ュ
於
e

プ
三
九
・
五

l
四
0
・
七
度
比
混
一

O
O
M
ノ
宰
集
中
－
一
ア
A

服
縛
数
ノ
増

加
、
横
張
期
血
魅
ノ
下
降
。
牧
縮
期
血
魅
／
昇
騰
ト
同
時
－
一
一
静
脈
血
ガ
普
通
ノ
扶
態
－
一
比
ジ
ア
著
ジ
グ
紅
キ
ヲ
認
メ
ア
其
理
由
ヲ
全
身
血
流

ノ
逮
準
－
一
蹄
セ
9
0
C
。r
－zZ
E
H
氏
（
一
九
二
五
年
）
A

四
十
五
度
ノ
温
湯
中
－
二

O
l
一
五
分
間
手
ヲ
浸
ジ
其
部
血
流
ヲ
蓮
進
ス

Y
ト
キ
山

手
背
ノ
静
脈
ヨ
リ
採
取
セ
シ
血
液
J

克
斯
ノ
合
有
量
動
脈
血
ト
等
シ
キ
コ
ト
ア
讃
明
セ

y
。

P
5
3
Z・
供
氏
（

一
九
二
五
年
）
A

家
兎
ノ
耳
翼

－
一
於
ア
其
睦
温
ヨ

p
以
上
五
十
度
－
一
到
Y

迄
熱
ス

Y
ト
キ
A

凡
ア
血
管
蹟
張
ヲ
認
メ
、
五
十
二
度
ヨ
リ
五
十
四
度
－
一
至
Y
間
－
一
ア
A

懐
張
ノ

度
漸
衣
減
少
シ
ア
中
等
度
ノ
径
ヲ
有
ス

Y

ニ
、
之
レ
ヨ
リ
以
上
ノ
温
度
－
一
一
於
ア
A

血
管
A

強
度
ノ
牧
縮
ヲ
ナ
ジ
、
途
－
一
全
ク
閉
塞
ジ－ア
血
液
ア

遁
ゼ
ザ
Y

－一至
U
Y

ト
云
へ
9
0

術
館
表
－
一
加
へ
タ
グ
’
混
度
ガ
深
部
－
一
蓬
ス

Y
程
度
－
一
就
ア

A
Z
－－J
v

氏

A家
兎
ノ
腹
部
7
熱
気
治
ヲ
以
ア
長
時
高
温
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
シ
後

開
腹
セ
シ
ニ
金
腹
壁
、
腸
管
、
横
隔
膜
ノ
疑
液
膜
－
一
著
明
／
充
血
ア
見
h
F
Y
ト
云
ァ
。

冷
却
作
用
Z
闘
ス
ル
モ
ノ

寒
冷
ノ
血
統
及
新
陳
代
謝
－
一
関
ス

Y
文
献
A

甚
ダ
多
カ
ラ
ズ
。
弓

E
E－－E
Y氏
自
ク
寒
冷
司
ノ
作
用
セ
ジ
ム
レ
バ
一
時
血
管
A

牧
縮
ス
U
Y

モ
次

－
一
寒
冷
ノ
驚
ス
刺
戟
ノ
強
弱
－
一
臆
ジ
ア
或
A

A

U

蓮
－
一
或
A

緩
徐
－
一
債
張
ス
。
血
煙
A

寒
冷
作
用
ノ
後
上
勝
ス
。
永
ク
業
冷
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y
ト

キ
A

血
液
循
環
A

緩
徐
ト
ナ
リ
ノ
、
血
液
丹
、
水
ク
組
織
ト
接
ス
y

d

N

故
－
一
著
ク
静
脈
性
ヲ
帯
プ
Y

ニ＼圭
Y
ペ
ジ
ト
云
へ
η
ノ
今
且
ヅ
新
陳
代
謝
A

冷

第
参
品
管

F『
原

著....... 

掘

凶
四
三

（
第
戒
措
蜘

一
四
三
〉



第
多
品
世

F『

原

着
、」

嬬

四
凶
凶

〈
第
式
競

一
凶
関
〉

却
組
織
－
一
於
4
7
A

減
少
ス
ペ
シ
ト
。
｝
子
－
－
氏
A

葉
著
充
血
治
療
法
三
日
，
一
－
2
・ニご
5

P

T

］
【
三
｝
三
互
に
］
）
中
ニ
論
タ
ア
日
夕
．
氷
嚢
A

永
ク
使
用
ス

グ
ト
キ
A

局
所
貧
血
蓮
進
剤
－
一
ア
ラ
ズ
u
v
a
プ
却
ア
充
血
剤
ナ
リ
。
水
嚢
ヲ
使
用
ス
M
Y

ト
キ
A

如
斯
高
度
／
冷
却
ニ
ア
A

始
メ
一
時
貧
血
ヲ
起

ス
モ
次
デ
持
続
的
ノ
充
血
ヲ
起
ス
。
其
充
血
モ
亦
表
層
－
一
止
て
プ
ズ
、
深
部
－
一
連
ス
ペ
シ
ト
云
ヘ
リ
。

E
Z．。
氏
A

温
熱
ノ
燦
下
－
一
逃
ペ
タ

グ
如
ク
、
局
所
－
一
寒
冷
ヲ
作
用
セ
シ
ム
W
F

ト
キ
A

流
脈
（

E
c－－4
・
己
乙
ノ
微
細
ト
ナ
M
Y

－
－
ヨ
リ
ノ
血
流
ノ
遅
カ
Y

ペ
キ
ヲ
断
ジ
。
】

f
r
氏
月
寒

冷
ァ
作
用
セ
シ
ム
w
F

ト
キ
A

其
肢
ノ
血
管
牧
縮
ヲ
起
ス
ト
云
ヒ
タ

y
。

三『
mgゲ言・
m
g・
氏
A

寒
冷
ヲ
作
用
セ
ジ
ム
U
Y

ト
キ
A

一
時
血
管
牧
縮
ジ
、
衣
J

ア
反
臆
充
胤
ヲ
起
ス
際
横
張
ス
。
此
寒
冷
ノ
反
騰
充
血
ノ
際
、

血
液
ノ
流
蓮
普
通
ノ
時
ヨ
リ
モ
一
増
加
ス
Y

ヤ
否
不
明
ナ

y
。
恐
ク
ヵ
、
U
F

緩
徐
ナ
グ
血
管
内
径
ノ
増
大
A

血
液
循
環
ノ
カ
皐
－
一
劃
ジ
ア
大
捷

化
ナ
カ
Y

4

ジ
ト
云
へ
？
。
叉
急
激
ナ
Y
・選
冷
ノ
刺
戟
－
一
ア
A

血
管
A

一
時
牧
縮
シ
ア
後
蹟
張
シ
、
永
績
的
ノ
冷
却
－
一
ア
A

永
績
的
－
一
血
．管
A

牧
縮
ス
。
新
陳
代
謝
ヲ
増
加
セ
シ
メ
ン
ト
セ
バ
極
度
ノ
冷
水
潜
ヲ
念
蓮
－
一
ナ
サ
シ
ム
U
F

ニ
ア

y
ト
一五へ

y
。

円勺】・2
5
h
及
m
W
E
－－c
氏
等
（
一
九
二
三
年
）
A

十
五
度
／
水
中
－
一
人
ノ
前
勝
ヲ
浸
サ
シ
メ
、
業
肢
ヨ
リ
静
脈
血
ァ
採
取
シ
よ

E
E
g
氏
法
－
一
ヨ

y
酸
素
及
炭
酸
瓦
斯
ノ
量
ヲ
測
定
セ
ジ
ニ
酸
素
／
量
－
一
A

援
化
ヲ
認
メ
ザ

y
ジ
モ
炭
酸
瓦
斯
ノ
著
明
ノ
増
加
ヲ
認
メ
。
寒
冷
短
時
間
ノ
作
用
品

就
ア
A

八
度
ノ
水
ノ
濯
注
、
八
度
水
中
－
一
二
r
一
同
前
牌
ヲ
浸
ス
コ
ト
、
及
八

l
一
O
度
ノ
短
時
間
ノ
前
勝
潜
ヲ
取
－
ア
ジ
ム

Y

コ
ト

J
三
種
賞

験
ヲ
ナ
セ
ジ
ニ
前
二
者
ノ
場
合
－
二
著
明
ナ
ラ
ザ
Y

毛
決
酸
克
斯
ノ
減
少
ア
訟
メ
、
檎
長
キ
前
勝
裕
F

一－
7

A

四
例
ノ
内
三
例
A

増
減
ナ
カ
η
ノシ

毛
一
例
－
一
炉
、
－
7

A

増
加
ア
9
、
酸
素
ノ
量
A

三
種
賞
験
ヲ
通
ジ
ア
略
増
減
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
而
ジ
ア
上
記
十
五
度
冷
水
溶
－
－
e

ア
茨
酸
瓦
斯
合
有

量
ノ
増
加
A

血
流
ノ
緩
徐
－
一
騎
ス
イ
ジ
ト
云
ヘ
リ
。

寒
冷
ノ
組
織
深
部
ニ
達
ス
U
F

状
態
－
一
就
－
Y

A

究
ノ
貰
験
ア

y
ニ山
ZE
号
吾
氏
A

犬
ノ
下
腿
－
一
長
時
氷
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y
ト
キ
A

腔
骨
内
ノ
温

度
が
二
七
・
五
度
ニ
下
降
セ
シ
ヨ
ト
ヲ
謹
シ
、
ヱ
住
吉
N

氏
A

一
O
度
ノ
湿
…
布
ヲ
胸
部
－
一
使
用
セ
シ
三
ニ
O
分
ノ
後
二
糎
ノ
深
部
－
一
一
於
ア
一
・
五

度
ノ
下
降
ア
見
タ
リ
。
m
o
r
己
目
申
氏
A

中
等
大
ノ
犬
－
一
4

ア
腹
睦
内
所
々
一
一
検
祖
器
ヲ
掃
入
uv
、
腹
壁
－
一
氷
嚢
ヲ
貼
ス
Y

3

ト
二
十
分
－
一
シ
ア
腹

壁
ヲ
去
M
F

ヨ
ト
0

・
五
糎
－
－
a
y
A

一
O
度
、
二
糎
ニ
ア
A

二
度
、
六
託
糎
－
で
7

A

0

・二
l

0

・
四
度
ノ
下
降
ア
リ
ト
云
へ

9
。



賓

験

J 

目

的

局
所
二
一
熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム

Y

コ
ト

A
E品
吋
氏
ガ
充
血
療
法
ヲ
唱
導
ジ
－
プ
ヨ
リ
以
来
、
熱
気
療
法
ト
シ
ア
叉

A泊
所
潜
、
温
審
法
ト
ジ
ア
到

y

鹿
ユ
使
用
セ
ラ
Y
。
同
時
－
一
局
部
－
一
寒
冷
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y

コ
ト
毛
頭
部
－
一
胸
部
－
一
腹
部
－
一
水
器
法
ト
ジ
ア
、
叉
A

刻
氏
或
A

鉛
糖
水
器
法
ト

シ
ア
到
Y
昆
ュ
使
用
セ
ラ
U
F

。
業
使
用
ノ
範
囲
甚
庚
ク
且
ツ
日
常
行
A

Y

Y
＝
係
ラ
ズ
、
上
来
記
ス
M
Y

所
－
一
ヨ
リ
ア
明
カ
ナ
Y
ガ
如
ク
温
熱
－
一

於
ア
モ
寒
冷
－
一
一
於
ア
モ
局
所
血
液
ノ
流
蓮
－
一
山
首
ス

Y
作
用
司
／
正
確
－
一
測
定
セ
ジ
記
録
ナ
ク
、
且
其
新
陳
代
謝
－
一
一
割
ス
U
F

作
用
－
一
就
，
プ
毛
只
ダ
推

想
ユ
止
マ
リ
ア
直
接
之
ヲ
研
究
セ
ジ
モ
ノ
ヲ
聴
品
川
ズ

o
E呉
氏
ノ
加
キ
一
見
甚
ダ
佳
良
ナ
Y
方
法
ヲ
案
出
セ
U
F

屯
作
用
セ
ジ
メ
シ
温
度
及
流
速

／
記
載
無
ク
、

F
－H］｝足立
O
口
氏
ノ
如
キ
モ
温
熱
－
一
ヨ
リ
ノ
、
局
部
血
液

一
一
時
酸
素
消
費
量
ノ
減
却
ヨ
リ
血
液
流
速
ノ
大
ナ
Y
ペ
キ
ヲ
推
想
セ
シ
－
－

止
マ
グ
’。
要
ス
グ
’
ニ
従
来
ノ
所
見
全
ク
推
想
ノ
範
園
ヲ
出
デ
ズ
。
車
－
一
推
想
ヲ
基
礎
ト
ジ
ア
治
療
ヲ
施
ス
ヨ
ト
A

般
令
誤

y
ナ
キ
場
合
ア
η
ノ

ト
ス

Y

毛
、
現
今
科
事
ノ
見
地
ヨ
ヲ
曾
重
ス
ペ
キ
コ
ト
ユ
ア
ラ
ズ
。
之
レ
余
ガ
此
問
題
ノ
解
決
－
一
封
ジ
質
験
ヲ
企
－
プ
シ
所
以
ナ

9
0郎
チ
余
ノ

賞
験
ノ
目
的
A

左
記
ノ
如
ジ
。

寒
冷
又
A

混
熱
ヲ
局
所
－
一
作
用
セ
シ
ム
山
戸
時
其
部
血
流
及
新
陳
代
謝
－
一
及
ポ
ス
影
響
如
何
。

賓

蟻

一
、
笥
獣
＝
割
引
ス
ル
採
血
準
備
。
質
験
動
物
ト
シ
－
プ
犬
ァ
使
用
ス

。麻
酔
A

「
ヲ
レ

タ
ン
」
ヲ
鰻
重
劃
一
計
二
克
ノ
割
合
－
一
－
プ
皮
下
注
射
ヲ
ナ

セ
リ
。
麻
酔
後
動
物
ヲ
仰
臥
セ
シ
メ
賓
験
ノ
便
宜
上
右
側
大
腿
内
側
ト
同
側
下
腿
及
足
部
全
部
ノ
毛
ヲ
現
除
ジ
、
下
腿
及
足
部
品
後
来
寒
熱
ア

作
用
セ
ジ
ム

Y
際
障
碍
ナ
カ
ラ
ジ
ム
。
衣
デ
大
腿
内
側
－
一
ア
股
静
脈
ト
大
著
被
静
脈
ト
ノ
合
ス

Y
所
ヲ
大
略
中
心
ト
ジ
ア
其
上
下
－
一

一日一

p
全
長

約
十
糎
ノ
皮
切
ヲ
加
え
股
静
脈
ト
大
普
議
静
脈
ト
ヲ
露
出
ジ
、
大
蕎
被
静
脈
A

合
流
部
ヨ
リ
約
三
糎
末
棺
部
－
一
－
Y
結
設
シ
、
結
紫
部
ヨ

9
合
流

部
－
二
エ
Y
間
二
本
静
脈
－
一
一
在
グ
静
脈
ヲ
悉
ク
結
繋
ジ
。
股
静
脈
－
一
A

合
流
部
ヨ
リ
中
橿
部
約
三
糎
ノ
所
－
一
ア
静
脈
下
－
一
細
キ
紙
ヲ
通
ジ
、
業
糸

－
三
一
定
ノ
重
リ
ヲ
付
ケ
要
ユ
際
γ
之
ヲ
外
側
－
一
轄
ズ
U
F

コ
ト
ュ
ヨ

f
y
一
時
股
静
脈
内
血
流
ノ
遮
断
－
一
便
ゼ

y
。
同
時
－
一
大
蓄
積
静
脈
管
－
一

IA

其
股
静
脈
ト
合
ス
U
F

前
一
一
一
於
ア
縦
切
開
ヲ
施
ジ
、
採
血
用
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ノ
掃
入
－
一
便
ゼ

y
。
更
－
一
前
頭
部
品
於
ア
左
右
総
頚
動
脈
ヲ
露
出
剥

ノ

方

法

第
参
晶
哲

F『

~ 

著
』」

嬬

四
四
五

（
曽

m
f凧
競

一
凶
五
）



舶
用
参
晶
官

F『
原

善、4

娘

四
凶
大

（信
用京
競

一
凶
大
〉

離
U
V

動
脈
血
ノ
採
取
－
一
便
ズ
。

二
、
採
血
震
使
岡
器
具
。
静
脈
血
ノ
採
取
－
二
上
記
大
蓄
積
静
脈
ノ
切
開
創
ヨ

y
採
血
用
特
種
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
挿
入
シ
、
静
脈
耕
ヲ
按
損
セ

ザ
Y
様
注
意
シ
ッ
、
股
静
脈
内
ユ
蓬
ス
U
F

ト
キ
A

血
液
「
ピ
ペ

ッ
ト
」
内
二
逆
涜
ス
。
此
際
、
上
記
股
静
脈
下
三
週
ゼ
シ
糸
ュ
附
着
セ
ジ
重
9
ア

外
方
昌
一
暢
ジ
ア
、
股
静
脈
内
ノ
血
行
ヲ
遮
断
ス

Y
ト
キ
A

股
静
脈
内
ノ
血
流
A

全
部
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
内
－
一
逆
流
ス

」
辿
涜
一
一
括
－
一
要
ス
M

戸
時
間
ア

秒
時
計
ヲ
以
ア
測
定
hv
、
該
血
液
ヲ
酸
素
消
費
量
測
定
－
一
使
用
セ
9
0

動
脈
血
／
採
取
－
二
一
一
括
「
ツ
ペ
w
y

ク
リ
ン
」
注
射
器
ヲ
以
ア
、
線
頚
動
脈
ヨ
リ
’
穿
刺
－
一

ヨ
リ
ノ
ア
採
取
ジ
、
岡
山
$
56
3
・F
F
E
氏
等
／
創
案
－
一

ヨ
U
F

示
差
血
液
克
斯
測
定
器
ヲ
以
ア
測
定
セ
リ
。

下
腿
及
足
部
ノ
加
熱
及
冷
却
－
二
自
家
考
案
／
器
具
ヲ
使
用
セ

y
。
其
器
具
A

長
サ
四
十
六
糎
／
異
鍛
製
／
楕
園
筒
－
一
シ
ア
、
楕
固
ノ
長
径

十
三
糎
、
短
径
十
一
一
糎
、
筒
ノ
一
方
A

開
放
し
V

一
方
A

閉
鎖
セ
リ
ノ
。
橋
聞
ノ
長
径
ヲ
横
位
ト
ジ
、
筒
ノ
下
面
ヲ
卒
タ
グ
シ
ア
安
定
－
一
資
ス
、
開

放
孔
－
一
接
ジ
、
固
筒
ノ
外
側
－
二
約
一
糎
ヲ
距
ァ
、
ニ
健
ノ
隆
起
ヲ
作
シ
、
金
周
ア
一
匝
セ
シ
メ
、
業
間
－
一
溝
ヲ
存
セ
ジ
ム
。
後
来
通
プ
Y
所
護

護
布
ヲ
護
謀
管
ヲ
以
ア
固
定
緊
縛
ス
山
て
一
便
ス
。
筒
ノ
閉
鎖
セ
U
F

端－一
A

業
内
外
－
一
各
一
箇
／
環
ヲ
附
着
シ
、
試
獣
ノ
足
部
ヲ
紐
ヲ
以
ア
固
定

ス
U
F

－
ニ
倶
ス
。
閉
鎖
側
－
一
一
接
ジ
筒
底
部
ノ
南
側
甲
二
長
サ
二
糎
、
内
径

0
・
五
糎
ノ
異
鎗
製
ノ
管
ヲ
附
着
シ
、
業
内
陸
A

筒
内
陸
ト
交
通
ス
。
使

用
時
－
二
之

ν
二
誰
諜
管
ヲ
附
着
し
v
、
．
要
－
一
際
シ
固
筒
内
容
ノ
排
地
－
一

一使
ジ
、
之
レ
ヲ
閉
鎖
ス
w
て一
A

止
血
儀
子
ヲ
使
用
ス
。
筒
上
面
－
二
其
中

央
部
長
軸
－
一
長
サ
二
十
九
糎
、
幅
五
糎
ノ
窓
ヲ
有
シ
、
筒
内
陸
ノ
観
察
－
一
便
ス
。
始
メ
此
窓
－
一
A

檎
子
ヲ
張

yuv
宅
、
湯
ヲ
筒
内
－
一
入

y
u
y
際

水
稲
ヲ
葉
面
－
一
附
着
h
v
a
y
、
内
陸
ヲ
窺
ヒ
得
ザ
ラ
シ
メ
ジ
ヲ
以
ア
、
硝
子
ヲ
除
去
セ

9
。
此
窓
ノ
南
端
－
一
接
U
J
J
一箇
ノ
長
ニ
糎
ノ
管
ヲ
附
着
シ

筒
内
陸
ト
交
通
セ
ジ
ム
。
開
放
孔
－
一
近
キ
管
A

小
－
一
ジ
ア
前
記
閉
鎖
端
底
部
－
一
附
着
セ
ジ
モ
ノ
ト
同
様
ナ

9η
閉
鎖
部
三
進
キ
モ
ノ
A

大
－
－
シ

ァ
、
内
径
一
糎
ヲ
有
シ
冷
却
叉
A

加
熱
－
一
要
ス

Y
水
ノ
注
入
－
一
便
ス
。
前
者
A

寒
暖
計
ノ
挿
入
－
－
便
セ
ジ
ガ
、
後
来
窓
ュ
張
p
h
v
硝
子
ヲ
除
去

ν
ア
ヨ

9
後
A

液
憧
ノ
注
入
、
寒
暖
計
ノ
掃
入
凡
ア
此
窓
ヨ

y
セ
シ
ガ
故
－
－
前
記
二
箇
ノ
管
A

其
用
ヲ
ナ
サ
d
y
y

－
一
至
レ

y
。
術
開
放
孔
ノ
上

縁
内
側
－
－
A
j
m

環
ア

y
・7
足
部
聞
定
用
ノ
紐
ヲ
結
ピ
付
ク
M
Y

ニ
便
ズ
。



三
、
試
獣
Z
劃
ス
ル
下
腿
加
熱
度
冷
却
之
準
備
。
試
験
－
一
供
ス
ペ
キ
後
肢
ヲ
除
キ
、
前
後
肢
ヲ
緊
縛
シ
ア
試
獣
ア
仰
臥
位
－
一
固
定
ス
。
試
験

－
一
供
ス

Y
後
肢
A

下
記
ノ
加
ク
慮
置
ス
。
犬
ノ
後
肢
ヲ
伸
展
ス

Y
際
膝
関
節
前
面
腰
骨
上
端
ト
大
腿
骨
下
端
ノ
間
－
一
存
ス
M
Y

陥
凹
部
ヲ
中
央

ト
シ
ア
膝
閥
節
部
全
周
－
一
幅
約
三
糎
ノ
普
通
綿
花
／
敷
層
ヲ
審
キ
、
極
－
ア
弾
力
性
－
一
富
ム
柔
軟
ナ
M
F

護
譲
布
ノ
約
三
十
糎
方
形
ナ
U
F

毛
ノ
、

中
央
－
一
径
約
二
乃
至
三
糎
ノ
窓
ヲ
穿
チ
、
此
窓
ノ
中
－
一
犬
ノ
後
肢
ヲ
掃
入
ジ
、
前
記
膝
閥
節
部
綿
花
ノ
上
下
径
ノ
中
央
部
－
一
窓
ノ
部
ヲ
持
チ
来

γ
、
普
通
綿
花
上
ヨ
リ
護
護
布
／
強
力
ヲ
以
－
プ
軽
ク
座
遁
セ
ジ
ム
。
而
u
v
e
ア
犬
ノ
足
尖
ヲ
紐
ヲ
以
－
7
緊
縛
U
J

、
其
紐
ヲ
前
記
楕
国
筒
開
放
孔
ヨ

9
入

ν
ア
筒
閉
鎖
端
内
側
ノ
環
z
遁
hv
、
更
－
一
再
ピ
開
放
孔
ヨ
uJ
紐
ヲ
引
出
ジ
之
ヲ
引
ク
時
A

、
足
尖
A

漸
究
開
放
孔
ヨ

y
筒
内
＝
一
入
グ
ペ
シ
。

此
際
護
諜
布
有
窓
部
ノ
綿
花
ヲ
腰
セ
M
F

部
卸
チ
膝
関
節
中
央
部
ガ
回
筒
開
放
孔
縁
－
一
入
Y
程
度
－
一
ア
此
紐
ァ
上
記
筒
開
放
孔
上
穆
内
側
二
存

ス
U
F

環
ニ
固
定
ス
。
於
蕊
後
肢
A

膝
関
節
以
下
ノ
部
筒
内
－
一
入
9
ア
全
ク
筒
ニ
固
定
セ
ラ
U
F

。
夏
－
一
筒
閉
鎖
端
外
側
ノ
環
－
一
紐
ヲ
附
着
シ
、
其

紐
ヲ
以
ア
筒
ヲ
手
術
豪
上
－
一
固
定
ジ
、
試
験
期
間
犬
及
試
験
－
一
供
ス

Y
肢
ノ
位
置
、
緊
張
ノ
程
度
一
一
差
ナ
カ
ラ
シ
ム
。
於
蕊
犬
ノ
膝
闘
節
部
周

園
－
一
存
ス

Y
護
諜
布
遊
離
部
ヲ
以
ア
筒
開
放
ロ
ァ
全
部
被
包
ジ
、
護
謀
布
A

筒
全
周
－
一

一日
一リ
ア
前
記
二
燦
ノ
隆
起
ヲ
越
エ
シ
メ
、
隆
起
間
ノ
溝

－
一
ア
護
諜
布
上
ヨ
リ
、
一
一
燦
ノ
強
キ
護
謀
管
ヲ
緊
縛
ジ
ア
護
諜
布
ヲ
筒
外
側
－
一
密
着
固
定
ス
。
郎
犬
ノ
後
肢
膝
開
節
以
下
A

全
部
筒
内
－
一
在
9

ア
筒
有
窓
部
以
外
、
外
界
ト
遮
断
セ
ラ
U
F
O

於
蕊
種
々
温
度
ノ
水
ヲ
筒
内
ユ
入
w
y
y

ャ
、
水
A

僅
－
一
護
譲
布
ト
綿
花
ト
ノ
問
、
及
綿
花
ト
脚
ト

ノ
間
ヨ
リ
ノ
漏
Y
ト
雄
、
膝
関
節
部
ノ
犬
小
ニ
臆
ジ
、
護
議
布
ノ
窓
ト
膝
関
節
部
－
一
穂
絡
ス

Y
普
通
綿
花
ノ
分
量
ト
ヲ
通
営
－
一
一
按
排
ス

Y

ト
キ

A

漏
レ
出
U
F

水
量
A

小
量
－
一
ジ
ア
決
ジ
ア
試
験
ヲ
障
碑
ス

Y
程
度
－
一
一
写
プ
ズ
。
余
A

上
記
普
通
綿
花
ヲ
使
用
ス

Y
以
前
「
コ
ロ
ヂ
ユ
ム
」
又
A

諸
種
ノ
脂
肪
ア
使
用
シ
ア
其
効
果
ヲ
試
ミ
ジ
毛
、
何
レ
毛
、
水
ノ
漏
洩
普
通
綿
花
－
一
比
ジ
－
ア
大
量
－
一
シ
，
プ
使
用
－
一
堪
ヘ
ザ
Y

7
見
タ

y
。

目
、
加
熱
叉
ハ
股
熱

（巨コ〈～
2
5
4
E
m
e－－
2
・巧
E
・g－
S
E
o
y
g的）
ノ
媒
憧
（
F
L
E
E）
ぷ
コ
之
ュ
水
ヲ
使
用
セ

9
。水
A

空
気
－
一
比
シ
ア
非

常
ュ
大
ナ
Y
熱
侍
導
力
ヲ
有
ス
。
此
故
－
一
同
混
ノ
空
気
ヨ
y

A

業
接
鯛
セ

Y
生
活
健
表
面
ヨ
リ
熱
ヲ
奪
ヒ
、
叉
A

熱
ヲ
奥
7

U

F

コ
ト
完
全
－
一
且

ツ
迅
速
ナ
リ
。
水
A

熱
容
量
（
君
主
Z
0
7
2
zs
tz
）
大
ナ
u
y
d
N

故
－
一
自
己
ノ
海
度
－
一
大
ナ
Y
影
響
ヲ
受
ク
U
F

コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
、
比
較
的
多
量
ノ

熱
ヲ
吸
牧
ス
。
此
故
－
一
博
導
力
強
キ
ユ
闘
で
ア
ズ
、
水
ト
穂
表
ト
ノ
温
差
ノ
卒
衡
－
一
要
ス
山
戸
時
間
A

空
気
ノ
場
合
ヨ
y

A

長
シ
。
潟
－
一
熱
及
冷
ノ

第
参
品
骨

F『

原

著

1続

問
問
七

（
第
寸
川
波

一
問
七
）



僻
鼎
参
馳
せ

F『

原

著
........ 

嬬

問
問
八

〈
第
寸
凧
蹄
蜘

一
例
八
）

皮
膚
ニ
封
ス

Y
刺
戟
λ

空
気
－
一
比
シ
水
ノ
方
強
度
ナ
Y

モ
其
作
用

一
様

E
C
E－－
E
呂
町2
）
ナ
リ
ノ
。
向
熱
－
一
罰
シ
大
ナ
M
F

侍
導
力
ヲ
有
ス
U
Y

コ

ト
A

、
冷
熱
ノ
作
用
司
ノ
見
y
a
長
時
ヲ
要
セ
ザ
UF

利
盆
ア

9
。
且
ッ
随
時
随
意
－
一

温
度
ヲ
縫
克
シ
得
Y
利
盆
ア
U
Y

ガ
故
－
一
水
ァ
使
用
セ

y
。

賓

験

成

績

採
血
－
一
一
割
ス
グ
準
備
手
術
及
加
熱
叉
A

冷
却
－
一一割ス

Y
準
備
金
グ
調
ヒ
シ
後
約
三
十
分
間
其
慌
放
置
シ
、
手
術
並

－
一
諸
種
操
作
ノ
血
流
及
酸

素
消
費
量
ュ
及
ポ
ス
影
響
ヲ
避
ヶ
、
衣
」
ア
寒
熱
作
用
前
－
一
一
歎
回
採
血
シ
ア
血
流
ト
酸
素
補
農
量
ト
ヲ
測
定
シ
、
衣
－
一
種
々
温
度
ノ
水
ヲ
筒
中
－
一

入
レ
ア
寒
又
ゴ
熱
ア
下
腿
及
足
部
－
一
作
用
セ
ジ
メ
、
而
シ
ア
血
統
及
酸
素
消
費
量
ヲ
測
定
シ
、
作
用
前
ノ
モ

ノ
ト
掛
照
比
較
セ
リ
ノ
。

此
穂
質
駿
山
間
々
長
時

三
日
一Y

コ
ト
ア

9
0且
煩
繁
－
一
採
血
ス
M
F
d
N

故
－
一
之
レ
ノ
ミ
ニ
ア
毛
血
流
及
酸
素
消
費
量
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
ス
コ
ト
無

キ
ヤ
如
何
ヲ
験
セ
シ
ガ
震
－
－
、
寒
熱
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y

コ
ト
ナ
ク
ジ
ア
衣
ノ
貫
験
ヲ
行
ヘ
リ
。
第
一
表
第
二
表
ハ
其
成
績
ヲ
示
ス
。

表

14/IX 犬雄 !).5託 家集熱医ヲ7作59.用7セシ

時 間 I孟州不n、u吐－~：平品JI血酸量液素（Cー消.c曹．劃）を｜｜一液質分量酸時素｛叫血消）｜｜｜ 骨量 温 ｜I J気 滋
山 V 4.14 0.0683 0.2828 37。c 23.5。c
1。－ ;)'I 4.04 O.OG97 0.281ι 同

24同周同。c 
1°-20’ 4.29 0.0658 0.2823 

間同1。－35' 4.05 0.0695 0.2815 
1°-50' 3.92 O.Oi14 0.2799 

36同.5°C 2・＇ー10’ 4.03 0.0G99 0.2817 同
2°-so’ 3.% I 0.07HJ 0.284.0 同 同
2。－50ノ 403 0.0ti85 0.2761 

31fl目同c 
24同．。503。－10’ 3.66 0.0763 0.2793 

3°-301 3.57 0.0789 0.2817 周
3。－50' 3.3!) O.OK36 0.2834 

同同4。－10’ R16 0.0900 0.2XH 
0.~~－1:: 同

同同同4°-45' 3.09 0.0~26 0.2861 同
50ーO' ::.16 0.0911 0.2878 同

第

表

23/IX 犬店主 8.5JiL 塞主主睦熱ヲ作用セシメザルモノ
762.2 

｜ 分自寺血「特「i；~r I 時間流一 IC.C.)酸 液素I宵l骨量浪気浪
t在 捻量（‘ι）1

3.41 0.1110 0.3807 37°0 26°0 
。。－45' 3.43 0.1107 0.3832 同

同問問l。－ O' 3.45 0.1116 0.3850 同
1。ー15’ 3.53 0.1090 0.3848 同
1。－30' 3.47 0.1124 0.3900 36.5 c 

26同.5。C1。－45’ 3.18 0.1221 0.3883 
2°-O' 3.53 。「 o.:i町 同同2°-15' :l.31 0.1118 0.3924 
2°-30' 3.61 OJ 095 0.3953 同
2°-45' 3. 7 0.1146 0.3862 

27同oc 8。－ 0’ 3.28 0.1226 0.4020 
間関3'--15' 3.30 0.11 ;} 0.3928 

同同3。－30’ 3.33 0.1220 0.4063 
同間同3.12 0.1291 0.4053 同

4。－O' 3.21 0.1240 0.3980 同

第
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ガ
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賞
験
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採
血
十
五
回
ュ
達
シ
、
且
ッ
採
血
ノ
期
間
三
時
間
竿
乃
至
四
時
間
－
一
建
ス
〆
ニ
血
統
A

漸
次

減
少
ス
Y

モ
酸
素
消
費
量
－
一
A

著
シ
キ
錨
硬
化
ナ
キ
ヲ
認
ム
。

熱

作

用

成

績

熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム
Y

場
合
－
一
於
－
7

A

四
十
度
、
四
十
二
度
、
四
十
五
度
、
五
十
度
、
五
十
五
度
、
六
十
度
／
六
種
温
度
品
就
ア
賞
験
セ
9
。

貫
験
時
間
A

最
短
四
十
分
ヨ

y
最
長
一
時
間
宇
－
一
及
プ
。

表第

気温 27.5°C

一分時血流i血液ー提酸素！一分時血液酸
(C:.c.) ｜消費量 『Cc I I素消費量（叫）

賓数｜比川賞数｜比｜賞歎｜比

均I I ~；！ I LOO I i~i I 
用同－30'I 

1.00 

気座 758

0.407 
0.396 
0.402 

億温 38°C12.6庖

問

犬雄

日寺

熱作用新j

31凡なI

司王

第
参
品
位

F『
原

著

0.97 
1.00 
1.02 
1.03 
0.98 

第

0.388 
0.400 
0.412 
0.414 
0.393 

7~ ヲ作用セシメム

。時7
0.9δ 
0.98 
0.9.i 
0.90 

1.12 I 0.053 
J.OG I <UVix 
1.05 I O.OGO 
1.10 i 0.058 
1.10 I 0.055 

表四

40°C 

7.32 
G 90 
6.86 
7.14 
7.14 

。。－3.5'
｛｝。－-15'
1°-O' 
1°-15’ 
l。－30'

f宇執嬬

気！璽 757.. 5 

一分時血流｜血液－Jtf:巌支｜一分時血液駿
(c.c.) ｜消費量 （c.c.)I素消費量（《叫

貧数 l比 ｜貧数｜比 ｜賓数 1比

気温 26。c信汲 36・5°C10.7庖

間

犬峻

時

J/Ylll 

0.246 
0.244 
0.251 
0 247 

0.066 
0.063 
0.067 
0.065 

3.80 
a.:-:7 
3.75 
3.81 

A
V
WO
A
υ
 

。os
u
z
－
一
一

一
叫
司
A
司

i

。“

一

P

用作熱

1.00 1.00 1.00 

＊ヲ作用セシム

0.99 
099 
1.02 
1.11 

0.86 I 0.245 
0.83 I 0.244 
0.78 I 0.251 
0州 i0.274 

0.056 
0.054 
0.051 
りのろ7

1.15 
1.18 
1.29 
1.26 

40°C 

4.38 
4.九1
4.'•2 
4.80 

均平

2。－23'
2°-35’ 
2°-40' 
:1" 01 

f乍熱
附
同
九

一
間
九
〉

（
第
式
競



• Ji 表
第
参

1/VII 犬時 7.5延鴨湿 36。C 朱温 20句集陵 746

一分時五雨
時間｜ （巴子）

血量一貸

→」数
液一

資
輸比
素
酸川町「－i： 

一二賃云金扉而le.；語c.I画素雨一I 傘

賞数｜比 貧 数 比
！~一一一「一一一一「一一一一一l

熱作用前 10。－50’1 2.14 I I 0.064 
I 1°ーIO’I 2.11 I I 0.064 
I I 0-30' I 2.22 I I o.or.2 

平均｜ ! 2.rn I i.oo I o.o6s 1.00 0.137 l.00 

瓦司百円。cーシム
! 1°-55' I 3・伺 ｜ 1必 I 0046 
2°-5' I 3.49 I 1.62 I 0.041 
2。－20’I 3.08 I 1.43 I 0.053 
2。－4ぴ I 3.19 I 1.48 I 0.042 
3°-O' I 3.09 I 1.43 I 0.044 
3°-20' I 3.09 I 1.43 I 0.043 

• 六 表

0.73 
0.65 
0.84 
0.67 
0.70 
0.68 

3/VII 犬雄 10・2延恒温 36句集混 25句集麿 754

一分時血流 I 血液ー混酸素消費 ｜ 一分時血液酸素消
時間｜ (c.c.) ~」弘一一｜費量 （c.c.)

一← 竺＿！＿I~l＿！＿~－1~1~出ーと
熱作用前 Io。－so'I 7.61 I I 0.042 I I o.320 

I o。－50'I 7.50 I I o.043 I I 0.323 
平均｜ I 7.56 I i.oo I 0.043 I Loo I o.322 I i.oo 

熱作用｜山ぴ｜ 42°0 水ヲ作用セシム

I 1。－・151 10.80 1.43 0.032 0.346 1.07 

i 1°-25’ 12.00 1.59 0.044 1.05 0.528 1.64 
1。－40' 11.25 1.49 0.041 0.95 0.515 1.60 
20- O' 10.71 1.42 0.041 0.95 0.439 1.40 
2°-20' 10.71 1.42 0.043 1.00 0.461 1.43 
2。-40' 11.11 1.47 0.040 0.93 0.444 I.SS 

，・司．

原

著
、－＇

持E

四
五。
多察

官武民

五。
、・〆



• of: 表

参第 29/VI 犬雄 11.7底値温 37°0 気温 20句集匪 748.3

著書
一分（c時.c.)血流 血液ー耗酸素消費

一費分量時血IC.液c.)酸素消
時間 量 lc.c.) 

F『 貧 数｜ 比 貧 数｜ 比 貧 数｜ 比
原 IP.~1 

L箸.... 
熱作用前 1°-40’ 0.054 0.308 

2。－ 0〆 5.88 0.051 0.300 
千 均 5.80 0.053 0.304 I 1.00 

姻 ｜熱作用I2'-20' l 45。C 水ヲ作用セシム
2°-2.)' 13.33 2.30 0.035 ! 0.66 0.467 1.54 
2。－40' 20.00 3.45 0.031 0.59 0.620 2.04 
3。－0' 20.00 3.45 0.033 0.62 0.660 2.17 
3。・－20' 17.78 3.07 0.037 0.70 0.671S 2.23 
<!0-40’ 18.75 3.23 0.033 0.62 0.605 1.99 

• 八 表

26/VI 犬時 8.3底値温 37°C-37.5°C 気温 21°0 集懸 751.6

時間
一分（c時.c)血統 量血液一路（c.酸c素消費 一費分量時血（c液c)酸素消

賞 数｜ 比 貧 数l比 貧 数｜ 比

3.00 0.073 0.219 
3.00 0.064 0.192 
3.33 0.062 0.206 
3.11 0.066 1.00 0.206 I 1.00 

M
V
M
V
V
 

4

1

 

一
一一
。。。。
b
q
j”
の
O

－dq
 

合
目周作執山

平 均

四 l熱 fド
五

45。c7)0作用セシム

3。一筋’ 8.22 2.64 0.038 0.58 0.312 1.51 
3°-50' 白JI 2.61 0.041 0.62 0.33:{ 1.62 

〆第向、 8.57 2.76 0.035 0.53 0.300 1.46 
4°-30’ 10.00 ;;.22 0.031 0.47 0.310 1.60 

電京主 4°-50’ 8.33 2.68 0.037 0.56 0.308 1.50 

五

、』.，，



表n 第

第
4
9
A世

気座 757.5気温 27.5°0骨量温 37。C107庖犬峰3/VIII 

一分時血流 ｜ 血液一路酸素清張 ｜一分時血液面支清一
（ω ） ｜ー量一一（巴L一一一｜一堂量一並立一一一

一一一一_J＿！＿竺し丘一竺＿＿＿！］比｜賞竺 －~
間時

F『
原

著..... 
0.246 
0.244 
0.251 
0.247 

0.066 
0.068 
0.067 
0.065 

3.80 
3.87 
3.75 
3.81 

熱作用前

100 1.00 1.00 均平

堀
l瓦五一用 13°-50’｜ 7）＇ヲ作用セシム

2.!l7 
2.86 
2.~l 

2.67 

1.65 
1.59 
1.56 
1.69 

0.408 
0.393 
0.385 
0.417 

0.55 
0.55 
0.55 
0.63 

0.036 
0.036 
0.036 
0.041 

50ηc 

3°-53’ 
4。－O' 
4。－15'
4。－301

表＋ • 
集懸 761.3気温 lti0 (; 穂温 36。c8.3庖犬雄

一てご芳一時一E統一下Jfu:~長直誌面－~.：＝；長Fafi血緬耕一
(cι） ！：量 (c.c.1 I 費量 (c.c.) 

賞数｜比貸数｜比｜貧数1 比
ー一一一一一一l一一一一－，一一一一「一一一一一l i一一一一一「一一一一一一一一
熱作用前

問時

0.148 
0.148 
0.148 

0.039 
0.040 
0.040 

3.80 
3.70 
3.75 1.00 1 00 1.00 

間
五

（
第
武
競

7}'7＇作用セ シム

8.40 
11.54 
10.21 
11.32 
11.11 

1.59 
1.73 
2.28 
2.45 
2.41 

5
6
7
2
6

－
 

3
’O
1
a
O
F
D

－
 

。ho
a
q
d
q
d

句。
目

白
U
A
V
Aリ
ハ
リ
ハ
り

E

0.70 
0.55 
0.8:-1 
0.80 
0.80 

0.028 
0.022 
0.033 
0.032 
0.032 

2.24 
3.08 
2.72 
3.02 
2.96 

50。c

均苧

4。－20'
4。－40'
6。－10’
5°-30' 
5。－－451

一
五
二
〉



表第本＋

一分時血液酸素消
費量 (c.c) 

貫教｜

気盛 760.8

血液一括酸素油、費
量（c.c.)

賞一五「

気温 19°C

比

0.087 
0.085 
0.086 

恒温 37°C6.Sif 

時

犬時

間

18/XI 第
多
品
官

0.402 
0.394 
0.398 

比

4.62 
4.69 
4.66 

貧

熱作用前 2。－20'
2°-40' 

F『
Jj 

蕃
~ 

1.00 1.00 1.00 事亀2JS-

＊~作用セシム

13.33 
12.50 
12.97 
10.00 

2.11 
2.61 
3.23 
3.17 

0.840 
1.038 
1.284 
1.260 

0.73 
0.97 
i:15 
1.47 

0.063 
0.083 
0.099 
0.126 

2.86 
2.68 
2.78 
2.15 

55°C 

3。－ 2' 
3。ー10'
3。－251
3。-40'

f1主熱嫡

重量＋ 第

一分時血液画素福
重量」竺さ

寅数｜

10.4底値温 36°-37°C 気温 15.5°C 気歴 768.4

血液ー耗酸素消費
量（cc.)

貧歎｜比

一分時血滅
(c.c.) 

数｜
時間

犬雄25/XI 

比

0.460 
0.464 
0.462 

0.141 
O.Hδ 
0.14:1 

比

3.26 
3.20 
3.23 

寅

3°-20' 
3°-40’ 

熱作用前

1.00 1.00 1.00 均平

用i40_ O' I J}CI作用セ シム

40_3 I 

4。－10’
4。－20'
4o_g.51 
4°-50' 
5。－10〆

1.72 
i:s6 
2.29 
2.20 
1.74 
1品

0.797 
川村59
1.059 
1.017 
0.804 
0.762 

0.65 
0.88 
1.16 
1.09 
0.甘7
0.92 

0.093 
0.126 
0.166 
0.156 
0.138 ; 
o.rn2 1 

2.66 
2.11 
1.96 
2 02 
1.81 
1.79 

60。c;

8.57 
6.82 
6.32 
6.52 
5.83 
5.77 

熱 f伝

問
五
三

（
第
政
措
蜘

一
五
三
〉



第
多
血
管

原

蕃

郷

四
五
凶

（
世
市
式
競

一
五
凶
）

熱

作

間

成

績

概

括

上
記
諸
表
ヲ
見
Y

－
一
、
四
十
度
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
シ
メ
シ
モ
ノ
三
例
（
第
三
、
第
四
、
第
五
表
）
ア

y
。
此
温
度
ヲ
試
獣
常
時
ノ
龍
温
ト
比
綾

ス
Y
ト
キ
A

二
度
、
三
・
五
度
、
四
度
ノ
差
ヲ
有
ス
。
血
流
A

原
蓮
（
作
用
前
ノ
蓮
カ
）
ヲ

一
ト
セ
バ
二
度
ノ
差

－
一
於
ア
A

一・

O
五
l
一・－

二
、
三
・
五
度
ノ
差
二
於
－
プ
A

一
・
一
五
一
！

一
・
二
九
、
四
度
ノ
差
ニ
於
－
7

A

一
・
四
三
l
一
工
っ
て
一
増
加
セ

9
0
一
分
時
血
液
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
（
作
用
前
f

消
費
量
）
ヲ
一
ト
セ
バ
二
度
ノ
差
－
一
ア

0
・
九
七
1
7
0
三
、
三
・
五
度
／
差
－
て
プ

0
・E
九
九
｜
一
・
一
一
、
四
度
ノ
差
一
一

ア
0
・
九
七
l
了
一
九
ヲ
示
ス
。
血
液
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
ヲ
一
ト
セ
バ

0
・
九
八
1
0・
八
七
（
二
度）、

0
・
八
八
｜
0
・
七
八
（
二
了

五
度
）

0
・
八
四
1
0
・
六
五
（
四
度
）
ニ
減
少
セ

p
。
卸
血
液
流
蓮
／
増
加
ト
血
液
一
一
括
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
A

上
記
三
例
ュ
共
通
－
一
ジ
ア
、
且
ッ

作
用
セ
ジ
メ
シ
温
度
ト
試
獣
嘗
時
ノ
鰹
温
ト
ノ
差
大
ナ
Y

ュ
従
ア
流
藩
ノ
増
加
大
ナ

y
。

一
分
時
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
－
一
比
ジ
互
－
一
増

減
ア

p
、
三
・
五
度
－
一
於
ア
A

漸
増
ノ
傾
向
ア
Y

モ
、
著
明
ナ
ラ
ズ
、
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ノ
二
例
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一
於
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増
減
相
宇
バ
ナ
M
Y

ヵ
、
叉
A

増
加
ト
云
ア
毛
極
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微
量
ナ
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四
十
二
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ヲ
作
用
セ
シ
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シ
モ
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一
例
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第
六
表
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常
時
ノ
韓
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六
度
ナ
リ
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。
此
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流
蓮
A
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速
一
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五
1

7
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九
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酸
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量
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原
消
費
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一
三
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7
0七
｜
一
・
六
四
－
一
増
加
セ

9
0
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
二
劃

ν
7
0

ニ1
0・
七
四
ニ
シ
ア
増
減
ア
Y

モ
、
増
加
A

軍
－
二
・

O
一
プ
一
回

ニ
ジ
e

プ
他
一
一
増
減
’ナ
キ
モ
ノ
一
回
、
減
少
四
回
ア

9
0

四
十
五
度
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
モ
ノ
二
例
ア

9
（
第
七
、
第
八
表
）
、
試
験
営
時
ノ
模
地
ト
ノ
差
各
八
度
ナ
リ
。
血
流
A

原
建
一
二
一
割
シ
、
二
二
ニ

l

コ
了
四
五
及
二
・
六
↓
ー
ー
三
・
二
一
一
三
増
加
シ
、
て
分
時
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
－
一
割
シ
了
五
四

l
二
・
二
三
及
了
五

l
一
・
六
二
三
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加

ジ
、
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
－
一
謝
シ

0
・
五
九
1
0
・
七
及
0
・
四
七
l
0・六
二
ニ

減
少
セ
9
。
郎
チ
流
速
ト
一
分
時
酸
素
消
費
量
A

雨
者
ヲ
通
ジ
ア
増
加
シ
、
一
括
酸
素
消
費
量
A

南
者
ア
通
ジ
ア
減
少
セ

y
。

五
十
度
ノ
温
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
シ
モ
ノ
二
例
（
第
九
、
第
十
表
）
ア

7
。
試
獣
営
時
ノ
腫
混
ト
比
較
ス

Y
ト
キ
A

各
十
三
度
及
十
四
度
ノ
差
ア

9
。
血
流
川
原
蓮
一
ニ
封
ど
了
六
七
｜
二
・
九
八
及
二
・
二
四
｜
三
・

O
八

三
一
分
時
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
ζ

劃
シ
、
了
五
六

1
7



六
九
及

一・
五
九
！
二
・
四
五
二
増
加
シ
、
一
姥
酸
素
消
費
量

A
0
・
五
丸
｜

υ・
六
三
比
0
・
五
五
l
0
・八
三
二
減
少
セ

9
0
印
チ
血
液
擁
蓮

ト
一
分
時
酸
素
消
費
量
A

増
加
シ
、
一
括
酸
素
消
費
量
A

減
少
セ

y
o
’a

五
十
五
度
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
シ
メ
ジ
号
／
一
例
（
第
十
一
表
）
ナ

9
0

一
円
分
時
血
流
A

原
建
一
ニ
一
割
ジ
二
・
一
五
｜
二・
八
六
ニ
二
分
時
酸
素

消
費
量
A

原
消
費
量
て
一
割
シ
二
・
二
ー
コ
了
二
三
三
増
加
ジ
二
持
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
て
一
割
シ
始
メ
0
・
七
三
及
。
・
九
七
－
一
減
少

セ
ジ
宅
、
二
十
五
分
及
四
十
分
ヲ
経
過
シ
ア
A

各
一
・
一
五
｜
了
四
七
ニ
増
加
セ

y
。
郎
チ
五
十
五
度
－
一於
－プ
A

血
流
及
一
分
時
酸
素
消
費

量
A

増
加
ス

Y
毛
一
一
括
酸
素
消
費
量
A

始
メ
減
少
シ
後
増
加
ス
。

六
十
度
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
シ
メ
ジ
モ
ノ
A

一
例
（
第
十
二
表
）
－
一
シ
ア
一
分
時
血
流
A

原
遠
一
ニ
封
シ
了
七
九
l
二
・
六
六
－
一
、
酸
素
消
費
量
一

A

原
消
費
量
一
ニ

一割ジ

一
・
六
五
｜
ニ
・
二
九
三
増
加
セ
リ
ノ
。
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量

一
ニ
劉
ジ
始
メ

0
・
六
五
｜
0
・
八
八
－
一
減
少
セ

Y

毛
、
ニ

O
分
及
三

O
分
ニ
ア
夫
々
一
・
一
六
及
一
・

O
九
三
増
シ
、
其
後
再
ピ
減
少
シ
ア

0
・
九
七
及

0
・九
二
ヲ
示
ス
。
疏
蓮
月
其
始
大
ナ
Y

毛

漸
減
ジ
、
酸
素
消
費
量
A

金
健
ト
シ
ア
A

増
加
セ
Y

毛
、
一
括
酸
素
消
費
量
ノ
増
減
ト
平
行
シ
ア
増
減
シ
、
増
加
ノ
牽
始
メ
小
－
｝
シ
ア
二
十
分

及
三
十
分
後
二
大
－
一
、
其
後
減
少
セ
リ
ノ
。

今
一
般
／
通
覧
－
一
便
ゼ
ン
ガ
鴻
血
液
流
蓮
、

一
、
原
消
費
量
一
、
ト
ジ
47
）

一
分
時
酸
素
消
費
量
、
一
一
托
殴
素
消
費
量
ノ
各
温
度
－
一
於
ケ
Y
最
小
最
大
ノ
債
ヲ
示
ス
（
原
議

戸内山 i I~.； 
おれ~8 Iム1;

事富

山~~』
＼棒 1；さ

!""'l""!""':--!""'9 I ！~；：：：：；＇ 
S ご g;g.:~:s I今 体豆

一一」 日露

陣曜
計1e:

民
戸
詑
附

i
W創
硯
Mm叩
F
，
湾

坪

〈
旨
同
議
刷
用
開

i
H
援
ど
こ－い）

昨

今

然

汁

C
C
1
v

一

Z

J

1
串

」

C
』
叶

一

。
ぃ
山

一

。
叶
討

一

量抑

品
。
れ
F）

串
回
。
（
J

串
印
。
。

印
。
。
〔
）

mhwo
F－
 

由。2
。

第
品
少
品
世

V『

疎

著
、~

摺

日－
N
じ

一

回
・
串
印

一

じ
’
。
二

一

日・
N
U

一

｛
』
之
－
4

］

｛

X
N
 

F
Y叶
Z

C
E
h

一

】

品
叶

］
・
一
F
F

試
獣
筒
々
ノ
性
質
－
一
左
右
セ
フ
レ
ア
血
液

流
速
て
酸
素
消
費
量
毛
、
作
用
セ
シ
メ
シ

混
度
ノ
高
サ
ニ
比
例
シ
ア
増
加
セ
ザ
Y

毛、

上
衣
一
分
時
酸
素
消
費
量
ノ
最
大
値
A

略
、

五
十
五
度
迄
A

温
度
J

高
サ
ニ
膝
ジ
ア
増
加

セリ
1

0

流
蓮
ノ
最
大
侃
λ

四
十
玉
度
－
一
一
於
－
Y

間
五
一
九

（
第
十
山
政

一
況
五
）



第
参
品
管

F「
原

司E...... 

期

開
五
六

（
第
式
競

一
五
大
）

見
M
F

イ

h
F

其
上
下
並
λ

－

ヲ
示
シ
、
之
子
次
グ
A

五
十
度
－
一
一
於
ケ
M
F

モ
／
ユ
シ
ア

0
・
五
五
ヲ
示
ス
。
共
－
一
原
消
費
量
ノ
約

M
ヲ
示
ス
。

批

肘

及

究

判

従
来
局
所
－
一
冷
熱
ヲ
作
用
セ
シ
ム
Y

ト
キ

F
E
E－
氏
ノ
部
分
秤
量

q
E・g
－
z
m
E民）

ノ
加
キ
、

J
J
・↑
】FEa－－－
F
E
d－r
z円
以

2
・
諸
氏
ノ

E
z
u・2
d
z
Z
ニヨ
Y
局
所
ノ
充
血
又
A
貧
血
－
一
ヨ
Y
容
積
／
増
減
ノ
如
キ
、
凡
－
プ
麻
酔
ヲ
施
サ
ズ
ジ
－
ア
作
セ
ジ
毛
ノ
ナ
Y
ガ
故
－
一
種
々
ノ

影
響
ヲ
受
ケ
易
シ
。
精
紳
上
些
少
ノ
動
揺
毛
冷
熱
ノ
刺
戟
－
一

一割ス
Y
戚
動
等
三
官
血
魅
或
A

血
流
－
一
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ペ

ク
、共－
一一
絶
封
／
債
値

ヲ
認
メ
難
ジ
。
異
－
一
局
所
ノ
血
流
及
新
陳
代
謝
ノ
朕
況
ア
知
－
フ
ン
ト
セ
バ
勢
ヒ
余
ノ
加
キ
方
法
－
一
ヨ
ラ
ザ
w
y

ペ
カ
ラ
ズ
、
然
ラ
ズ
シ
バ
、
些
少
ノ

意
識
的
又
A

無
意
識
的
ノ
運
動
毛
局
所
ノ
血
流
ト
駿
素
消
費
量
－
一
大
ナ
Y
影
響
ヲ
輿
フ
ペ
キ
ガ
故
ナ

9
0
で一
円｝内
氏
A

比
較
的
良
好
ナ
Y
考
案

ノ
下
二
作
業
シ
且
其
成
績
余
ノ
成
績
ト
一
致
ス
U
F

毛
、
氏
A

作
用
セ
シ
メ
ジ
温
度
ト
血
流
ノ
増
加
／
程
度
ヲ
数
量
－
一
示
サ
ズ
、
只
ダ
車
－
一
一
熱
－
一

ヨ
p
－
プ
流
速
ノ
加
A

Y

コ
ト
ヲ
遮
ペ
シ
ニ
止
マ
U
F

。
且
ッ
氏
／
貰
験
ノ
方
法
－
一
－
Y

A
股
静
脈
ヲ
切
断
セ
Y
ガ
故
－
一
試
験
ヲ
施
サ

v
y
期
間
A

管
血
／
賦
況
－
－
ア
M
F
e
ヘ
ク
、
衣
ノ
測
定
ノ
際
其
作
用
ヲ
血
流
－
一
及
ポ
ス
ペ
キ
ガ
故
一
一
到
底
異
ノ
流
蓮
ヲ
見
出
ジ
難
カ
Y

ペ
ジ
。
】
w
－2
氏
d
N
「
エ

l
－7
M

F

」
麻
酔
ヲ
施
セ
ジ
犬
ノ
脚
ヲ
熱
気
搭
ヲ
施
シ
、
後
股
静
脈
ヲ
切
断
セ
シ
際
静
脈
血
持
動
ジ
ナ
ガ
ラ
遊
出
セ
シ
ヲ
見
ア
流
速
ノ
蓮
カ
M
Y

ペ

キ
ヲ
推
定
セ
ジ
A

営
然
ナ
M
F

．
ヘ
キ
モ
、
只
ダ
此
事
費
ヲ
記
載
セ
シ
／
ミ
－
一
－
ア
一
歩
ヲ
進
メ
－
プ
遊
出
血
液
ノ
分
量
7
時
間
的
ニ
算
定
セ
ザ
y
d
N

潟

－
一
、
数
量
的
－
一
増
加
ノ
程
度
ヲ
明
ニ
セ
ズ
、
且
ッ
軍
－
一
高
温
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
肢
－
一
著
明
ノ
充
血
ヲ
認
メ
タ
9
ト
云
フ
ユ
止
？
？
、
作
用
セ
シ

メ
シ
温
度
ヲ
記
セ
ズ
。
此
際
静
脈
血
鮮
紅
色
ヲ
呈
セ
シ
A

加
熱
ノ
程
度
水
ノ
五
十
度
附
近
－
一
ア
P
U
J
コ
ト
ヲ
余
ノ
質
験
－
一
ヨ
？
プ
推
定
セ
シ

ム
。
何
ト
ナ
レ
バ
五
十
五
度
－
一
於
ア
A

己
ニ
血
液
一
一
括
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア

9
。従
e

プ
血
液
A

多
少
静
脈
性
ヲ
帯
プ
Y

ユ
歪
Y

ペ
キ
ガ
故
ナ

9
0
3
z
v
E
S氏
宅
亦
加
熱
セ
シ
人
ノ
前
蹄
ノ
静
脈
血
ノ
酸
素
合
有
量
ノ
大
ナ
Y

ヲ
見
－
ア
血
流
ノ
早
カ
M
F

ペ
キ
ヲ
推
定
セ

9
0
余
／
賞
験
－
－

ヨ
リ
ノ
ア
加
熱
五
十
度
迄
A
氏
ノ
推
定
A
営
v
y
o
然
レ
ド
モ
此
推
想
A
組
織
／
要
ス
U
F

酸
素
／
量
A
概
略
一
定
セ
y
d
N

故
二
局
部
ノ
血
流
早

グ
、
酸
素
／
供
給
多
量
ナ
Y

毛
組
織
A

不
要
ノ
酸
素
ヲ
消
費
セ
ザ
y
d
F

故
－
一
、
其
部
ヲ
遁
過
シ
来
リ
ジ
静
脈
血
中
ノ
酸
素
ノ
合
有
量
大
ナ
Y
J
1



ジ
ト
云
ア
設
一
－
一
根
嬢
ヲ
置
ケ
山
戸
毛
ノ
ナ
Y
ぺ
ク
、
同
時
－
一
局
所
ノ
加
熱
ニ
ヨ
リ
ノ
局
所
組
織
ノ
新
陳
代
謝
ノ
高
守

Y

コ
ト
ュ
考
慮
ア
及
ポ
ナ
バ
加

熱
組
織
／
要
ス
M
Y

酸
素
ノ
量
ノ
増
加
ノ
程
度
－
一
ヨ

p
－
プ
此
推
定
A

営
然
破
棄
セ
ラ
M
Y

ペ
キ
運
命
ヲ
有
ス
。
果
ジ
ア
余
ノ
貫
験
ニ
ヨ
リ
五
十
五
度

以
上
ノ
温
度
－
一
於
ア
支
障
ヲ
認
ム
。
氏
毛
亦
其
結
論
中
－
一
加
熱
A

血
流
ノ
蓮
進
ト
同
時
－
一
新
陳
代
謝
ヲ
増
加
セ
シ
ム
M
F

ヲ
設
ケ

9
。
而
シ
－
プ
向

且
静
脈
血
中
酸
素
合
有
量
ノ
多
キ
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
以
ア
漫
然
血
流
ノ
蓮
準
ヲ
断
ゼ
M

F

A

稽
無
謀
ノ
嫌
ア
リ
ノ
。
只
ダ
人
ノ
上
肢
ト
犬
ノ
下
腿
ト
袋
集

中
ニ
ア
U
F

コ
ト
、
水
中
－
一
ア
U
Y

コ
ト
、
、
議
汗
－
一
ヨ

f
y過
熱
ア
低
下
セ
ジ
ム
M
Y

作
用
ノ
有
無
等
、
多
少
ノ
差
ア
M
F

コ
ト
A

考
慮
－
一
昨
ク
ヲ
要

ス
。
且
氏
ノ
例
－
一
一
於
ア
モ
作
用
セ
ジ
メ
シ
温
度
ノ
記
載
ヲ
快
ク
。

豆
島
2
・
氏
ノ
家
兎
ノ
牒
臓
、
耳
翼
、
結
膜
等
ニ
一
割
ス
M
F

混
熱
作
用
ノ
貫
験
モ
軍
ュ
肉
眼
的
－
一
充
血
、
血
管
ノ
憤
張
等
ヲ
見
ア
血
流
ノ
蓮
進
ア

強
想
セ
シ
ユ
止
マ
U
F

。
且
ッ
氏
ノ
賞
験
ノ
目
的
ガ
湯
傷
作
用
／
研
究
－
一
ア
y
d
N

故
－
一
混
熱
作
用
営
時
ノ
朕
況
ヨ

9
、
寧
ロ
作
用
後
ノ
局
所
獲
化

ノ
観
察
ヲ
主
ト
セ
M
Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。
三

2
三
時
氏
／
貫
験
A

血
液
ノ
一
定
臓
器
ヲ
通
過
ス
戸
時
間
ヲ
測
定
セ
ジ
モ
／
ユ
ジ
ア
其
結
果
A

数
量
的
－
一

表
A

U

J

得
M
F

毛
、
一
定
臓
器
動
脈
（
輸
入
部
）
ヨ

y
静
脈
（
排
出
部
）
－
一
至
Y
間
ノ
血
流
時
間
ノ
測
定
ナ
y
d
N

故
－
一
、
上
記
血
液
輪
出
入
部
ノ
間
ニ

モ
長
短
種
々
ノ
径
路
ア
Y

ペ
ク
、
其
最
少
距
離
ヲ
測
定
シ
ア
特
タ
Y
結
果
ヲ
以
ア
臓
器
血
流
ノ
全
部
ヲ
壷
セ
η
ノ
ト
云
ヒ
難
ジ
。
氏
ノ
方
法
A

臓

器
血
流
ノ
測
定
二
一
割
ジ
一
方
法
タ
Y

－一
A

相
違
無
キ
モ
余
ノ
寅
験
ノ
如
ク
一
定
所
ヲ
通
過
ス

Y
全
血
液
量
ノ
測
定
ノ
如
ク
完
全
ナ
Y

毛
ノ
－
一

ア
ラ
ズ
。
広
三
ユ
言
及
】
）
三
・

5
’－d
E・g
－D
及
ぎ
を
一
p
z
r
r
c
c
r
g
n

－Er
r－氏
等
ガ
人
ノ
前
勝
ノ
加
熱
－
一
ヨ

9
其
部
静
脈
血
ノ
鮮
紅
色
ァ
呈
ス

M
Y

ヲ
見
、
又
A

酸
素
合
有
量
ノ
大
ナ
Y

7
見
－
ア
局
部
血
流
ノ
蓮
度
ノ
大
ュ
蹄
セ
シ
A

畢
寛
推
想
ノ
範
園
ヲ
出
デ
ザ
グ
コ
ト
ヲ
リロ－戸
V
2
2口
氏
ノ
説

ト
同
様
ナ

9
0
〉
号
一
ぺ
氏
A

高
視
気
中
－
一
在
Y
人
ノ
静
脈
血
d
N

著
ジ
ク
紅
キ
ヲ
見
－
ア
全
身
血
流
ノ
蓮
進
－
一
蹄
ジ
、
同
ク
ロ
ミ
言
及
出
雲
丘
三

氏
ガ
バ
ゼ
ト
ク
氏
病
患
者
ノ
上
勝
静
脈
血
中
酸
素
合
有
量
ノ
大
ナ
Y
ヲ
見
ア
血
流
ノ
大
ナ
Y
謹
左
ト
ナ
セ
Y

ヲ
見
ア
、
前
勝
加
熱
ノ
際
其
部
静

脈
血
ノ
援
化
ト
同
一
理
ナ
M
F

ガ
故
ュ
全
身
ノ
朕
態
ヲ
直
ニ
局
部
－
一
営
ア
A

メ
ア
可
ナ
U
F

ペ
シ
ト
云
フ
人
毛
ア
ラ
ン
カ
、
然
レ
ド
子
全
身
循
環
一

分
附
流
血
量
ノ
増
大
ア

Y
場
合
、
局
部
－
一
モ
営
然
血
流
ノ
蓮
進
ア
M
F

ペ
キ
毛
、

9
6
4
3
氏
〆
賞
験
－
一
ヨ
V

バ
全
身
ノ
加
熱
－
一
ヨ
グ
全
身
流
血
量

ノ
増
大
ヲ
局
所
流
血
量
／
増
大
ト
比
較
ス

Y
時
A

蕎
稜
静
脈
ノ
流
域
－
一
ア
A

後
者
二
問
者
ノ
約
七
分
ノ
三
ナ
凶
ノ
ト
云
フ
。
郎
チ
全
身
一
分
時
流

第
参
血
官

F『
康

著
~ 

甥

州
五
七

〈
第
式
競

一
五
七
）



第
多
品
官

F『

原

着、.... 

期

司
五
八

（
第
戒
蹄
蜘

一
五

人
〉

血
量
ノ
増
大
ヲ
直
チ
ニ
ド
川
所
－
一
推
論
セ
ン
ト
セ
バ
多
少
ノ
減
少
ヲ
要
ス
。
軍
－
一
血
統
ノ
比
較
ノ
ミ
ニ
ア
デ
如
斯
差
ア
リ
。
況
ャ
、
局
所
一一
作
用
セ

シ
メ
得
〆
ガ
如
キ
高
熱
A

’A
h

身－一
A

作
用
セ
ジ
メ
難
ジ
。
要
ス

Y

－7
全
身
ノ
加
熱
ガ
或
A

全
身
－
一
或
A

局
所
－
一
及
ポ
ス
影
響
二
局
所
加
熱
／

局
所
血
流
及
新
陳
代
謝
ュ
及
ポ
ス
影
響
ト
A

、
金
ク
関
係
ナ
ジ
ト
A

云
A

ザ
M
F

宅
、
別
々
ニ
論
ズ
U
Y

ヲ
至
嘗
ト
ス

4

25
己
及
王
宮
心
氏
ノ
寅
験

A

麻
酔
司
ノ
施
サ
v
y
人
ユ
就
－
プ
行
ヒ
ジ
毛
ノ
一
一
ジ
ア
、
温
湯
中
前
脚
ノ
出
ジ
入
V

ユヨ

Y
筋
力
ノ
使
用
、
採
血
ノ
鴻
欝
血
帯
ヲ
施
ス
ヨ
ト
等
ノ

操
作
A

夫
レ
ノ
ミ
－
一
－
プ
毛
、
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. ＋図表

5/VIll 犬峰 10.8庖櫨温 38°C 気温 26句集座 758.3

｜ 一分時血流 ｜血液－Jl;E酸素消費

時間｜ （…）一一｜量 （…） 
賓数｜比｜貧歎i 比

冬 fド

此.M

寒作用前 II。－20’
I 1°-40' 

平均

I 2。ー1γ
2。－20’
2。－35’
2°-50’ 

F可
Mi 

3.77 
3.80 
3.79 

0.044 
0.043 
0.044 1.00 

0.166 
0.163 
0.165 

箸
'-' 1.00 1.00 

33。C 水ヲ作用セνム 娼

1.50 0.028 0.64 0.160 0.97 
2.87 0.76 0.057 l.29 0.164 0.99 

0.75 0.059 1.34 0.167 1.01 
2.75 0.73 0.059 0.34 0.162 0.98 

第＋五衰

24/VII 犬雄 6.5底 値温 36。C 気温 26℃書記樫 756.5

一分時血流 ｜ 血液一括酸素消貧 ｜一分時血液酸素消
(c.c.) I 量 （ιc.1 I 費量 (c.c.) 

貧数｜比｜賞数｜比｜貸数｜ 比

時間

M
リ

M
V

E
V守
A一一

面

A
U
’i

d
A
 

前

均

用伶袋
、
千

型事 作

2.94 0.089 0.262 
a.oo 0.091 0.273 
2.97 1.00 O.O!lO 0.267 I 1.00 

30°C.: 水ヲ作用セシム

1.92 0.65 0.085 0.94 0.163 0.61 1!11 

1.44 0.48 0.110 1.22 0.158 0.59 
占，、

1.55 0.52 0.102 1.13 0.158 0.59 
。

1.38 0.46 0.121 1.43 0.167 0.63 
1.17 0.39 0.140 1.56 0.164 0.6} 1 r-. 

裁第JI¥; 

t、. 。
、．，，

11。－33'
11°-45' 
O。－ 0'
O。－20’
。。－40'



第＋穴表

12/IX 犬雄 5.5庖鐙温 37句集温 31.5°0 集麿 759.8第
参
唱き

一分時血流 ｜血液一犯酸素消費 ｜一分時血液酸素消

~I l一時土1:i1f~1:t::#「τi.t•－：「E
! 1~n: 用前 1p"ft＝？~： I ~：~Y. ' I ；務
平均｜ I 3.48 I I. I .07 

嬬トー一 ： 』 ' . 

寒 伶用I1°。一50 27。G 水ヲ作用セ シム

［ ；；→~ 1 到附2 - ;)' I 2.96 I 0.85 
2°-20' I 2.68 I 0.77 
- .'.)1 i 2:4θI 0.11 
2。－50’ 2.36I 0.68 

0.080 
0.084 
0.088 
0.098 
0.098 

. ＋セ表

1.00 

1.10 
1.15 
1.21 
1.34 
1.34 

22/VII 犬雄 9.7延随温 37句集温 26句集歴 756.7

0.252 
0.256 
0.259 
0.256 

0.242 
Ci.249 
Ci.236 
0.官35
0.231 

1.00 

0.95 
0.97 
0.92 
0.92 
0.90 

一一一一一二~5f"li可日τ一「五議二琵画素消費 ｜一分時血液酸素南一
時間 ト (c引 ｜量 (c子） ｜費量 le~）
1't 数｜比貧数｜比｜貸数｜比

冬作用前日。－~ill' , 6.00 1 , 0.044 , 1 0.284 r 
I 1＇。－JO'I －~.s; ; , I 0.049 I I 0.284 I 

平 均l I 5.引 1.00I 0.047 I LOO I 0.2引 1.00

l!Q I寒伶用 I1°-30' ¥ 27°0 水ヲ作用セシム
..i.. I I ,I 

1。－＜；；｝＇ 3.90 0.057 1.21 0.222 0.78 
1。－50' 4.00 0.68 0.056 1.19 0.224 0.79 

（第或続

2°-20' 4.14 0.70 0.059 1.26 0.244 0.86 
2°-30' 4.17 ll.70 0.055 1.17 0.229 0.81 
2°-45' 3.92 0.66 0.062 1.35 0.243 0.86 

穴

、．，，



第＋八衰

犬雄 10.4庖燈温 31)。C 気温 10.1>00 気底 768.4

ー－~ .ー 目血液一路酸素消費
最（c.c.)

比｜貧数｜比

第
参

一分時血液酸素ffl寸倉
重量」~

貧数｜ 比

型車作用前

平均

3.90 
4.00 
4.00 1.00 

0.138 
0.1~7 
0.138 1.00 

0.538 
0.536 
0.537 

門
原
著
】

1.00 

主体五13°-5;1 25°0 内用セシム l娘

I s。ーぽ｜ 凶｜ o.s7 I 0凶 l 1.08 I 0.515 I 0.96 
4。－ 5' I 3.57 i 0.89 I 0.140 I 1.02 I 0.486 I o.91 
4。－20’I ;>,.20 I o.柿 I 0.146 I 1.07 J 0.467 I <J.~i 
4。－35'I 3.20 I 0.80 I 0.142 I 1.04 !... 0.454 I 0.85 
4°-50' I 3.00 I 0.75 I 0.142 I 1.04 I 0.426 I 0.79 

第＋丸麦

犬緩 10.4庇 惚温 35'(; 気浪 1五5。（ 主主歴 768.4

一一τ奇耳~託－－－ 1 －~福二露首要素踊 て一二尚昆爾要素語一
時間 i (ci:) -1－主主 (c:;!.:) ト主主上半ニL一一
賞数｜比 I＇.質量 ti 比 ｜貨敏｜ 比

3.90 
4.00 
4.。。 1.00 

0.138 
0.134 
0.136 1.00 

0.538 
0.536 
0.537 1.00 

冬作用｜ γ－45'I 20。C 水7糊セシム
2°-48' I 
3。－ O' I 
a。－10'
3°-20' 
3°-30’ I 30→v 

3.59 
3.68 
3.49 
3.45 
3.41 
3.13 

0.90 
0.92 
0.87 
0.86 
0.85 
0.78 

0.122 
0.101 
0.105 
0.107 
0.106 
0.118 

0.90 ; 0.438 
0.74 I 0.371 
0.77 ! 0.366 
0.79 i 0.369 
0.77 i 0.361 
0.87 I 0.369 

四

0.69 -
0.68 

0.67 ~ 

0.69 君成主

一ム，、
ー、＿，



第 ＋ 表

第
参
品
位

20/VII 犬自主 10.3庖穂温 38句集混 27.5°0 気麿 761

定｜ 止i~t日立~~~:rで
平 均

8.45 
8.69 
8.57 1.00 

0.056 
0.052 
0.054 1.00 

0.473 
0.452 
0.463 1.00 

著
冬作用前

l 作用｜司下 ＊＂＂作用セシム
20ー15'
2。－30'
2°-45' 
3。－ 0' 
3°-20' 
3。ー－40'

5.00 
4.28 
4.17 
3.~5 
2.80 
2.90 

0.58 
0.49 
0.49 
0.41 
0.33 
0.34 

0.059 
0.022 
0.026 
0.032 
0.033 
0.035 

1.09 
o.41 
0.48 
0.59 
0.61 
0.65 

0.295 
0.094 
0.108 
0.114 
0.092 
0.102 

0.64 
0.20 
o.n 
0.25 
0.20 
0.22 

第ニ＋ー表

t
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28/VIII 犬峨 10.4底値淑 38°C 気温 27°C 集l墜75!1.3

←一一一一一一一一て二~Filiflfil有「 ｜血液一括酸素面費一一二吾lififil扇面素面一
寺悶｜ (c.ι） ｜；量 （ω ） ｜費量（＜＇.C.)

正数｜比胃瓦「エ－1.－－－五下比
冬作用前 1 I a.s2 I I 0.0~7 ! : J 0.252 / 

7.06 I I o.o:J.5 I I 0.247 I 
千 均l I li.94. I 1.00 I 0.036 I 1.00 I I 

冬作用｜ーイ 附内用セシム

1。ー：；5'! 6.52 I 0.94 I o.038 I 1.06 ・1 o.248 I 1.00 
1°-50’I 5'.61 I o.s1 I oms I o.78 I 0.157 I o.63 
2。－5' : 5.69 I o.82 I 0.021 I o.58 I 0.119 I 0.48 
2。－20’I 5.00 I 0.72 I 0.025 I 0.69 I 0.125 I o却
20 ;;51‘ 5.oo I o.72 I 0.02;1 I o.64 I 0.115 I o.46 
2。－50’I 4.61 I o.66 I 0.02引 0.75I 0.124 I o.50 
3。－10'I 4.03 I 0.58 I 0.030 I 0.83 I 0.121 I 0.49 

（
第
爪
曲
部

占

ノ、

、，，



第二＋二表

17ハ＇I 犬雌 6.0底値温 80句集温 20句集慶 761 第
多
品
管

時間｜貧－~； 1~~7素~ltiR戸？
F”、
原

司E..... 

2°-35’ 
2。－50'
S。－10’
3°-30’ 
4°-O' 

4.80 
4.'.l8 
4.22 
3.90 
3.95 

0.87 
0.77 
0.7G 
0.56 
0.57 

0.067 
0.024 
0.014 
0.014 
0.011 

］.雪2
0.44 
0.25 
0.25 
0.20 

0.322 
0.103 
0.059 
0.055 
0.043 

1.07 
0.34 
0.20 
0.18 
0.14 

第二＋三表

31/VII 犬雄 12.6庖惚混 38-37.5°C 気温 27.5°C 気麿 758

時間

ー否両 Jlill玩
住！と］

貸敷｜比

血液一施酸素消費 l一分時血液酸素補
_L」竺：L一一一1--.ru!旦」竺）一一一一
賓敏｜比｜貧敏｜ 比

0.407 
0.396 
0.402 l.00 

寒作用前！ I 6.67 I I 0.061 
I I 6.38 I I 0.062 

苧均｜ I o.52 I i.oo I 0.061 

竺用｜…｜土門用…

1.00 

四
ムノ、

0.31 問
0.33 

告：広: 

0.11 

大
附、ず

2。－35’ 6.38 0.98 0.029 0.48 0.189 
2。－45’ 5.26 O.SI 0.024 0.39 0.126 
ゲー QI 4.61 0 71 0.029 ． 0.48 0.134 
8。・－15’ 4.44 0.68 0.01時 0.29 0.080 
a。－30’ 3.95 0.61 0.011 0.18 0.043 



表四＋ 第

気麿 756.2

一分勝、血流 ｜血液－il:E酸素消費 ｜一分時血液酸素消ー
(C.I).) I 量 lc.c・） ｜ 費量 lc.c.) 

一一一一一一~－~［－~J竺一割ー亙ι］~~w.~r. 

寒作用前 I2°- <Y 
zoー15'

気温 2a.5°C:組温 3：）。C7.1砥犬雌

間時

6/VIr 
館
市
参
品
世

守「

原

0.304 
0.302 
0.303 

0.081 
0.078 
0.079 

B.75 
：~.87 
3.81 

著
』＂

1.00 1.00 1.00 均司王

0.34 
0.26 
0.14 
0.16 
0.15 
0.16 

~ 0.46 
0.35 
0.24 
0.27 
0.25 
0.29 

0.036 
O.Q28 
0.019 
0.021 
0.020 
0.023 

＊ヲ作用セシム

0.74 
0.75 
0.58 
0・59 
058 
o .. 53 

。。c

2.82 
2.86 
2.20 
2.26 
2.22 
2.031 

2。－35'
2°-45' 
3。－ 0’
3°-20’ 
3°-40' 
4°-0ノ

作~ 持f.

寒
冷
作
用
寅
醸
成
績
概
括

上
記
諸
表
ヲ
通
費
ス

Y

－二ニ
R

十
四
度
（
鰹
温
ト
ノ
差
四
度
〉
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ

V
毛
／
一
例
ア

y
。
（
第
十
三
表
）
此
際
血
流
A

原
蓮
（
寒
冷
作
用
前
ノ
血
流
）
一
－
一

封
シ

0
・八
1
0・
八
一
一
－
一
減
少
シ
、
一
分
時
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
（
来
冷
作

用
前
ノ
消
費
量
）
一
－
一
封
シ
一
・

O
六
－
一
血
液
一
括
酸
素
消
費
量
A

了

二
1
7
三

ニ
ニ
増
加
セ

9
。

三
十
三
度
ノ
水
（
模
渦
ト
ノ
差
五
度
）
ヲ
作
用
セ
シ
メ
シ
毛
ノ
一
例
（
第
十
四
表
V

血
流
A

原
速
一
ニ
謝
シ
一
時
了
五
目
一
増
加
セ
U
F

モ
後
－
一

0
・
七
三
l
0・
七
六
－
－

減
少
シ
、

一
円
分
時
酸
素
消
費
量
A

殆
ド
増
減
ナ
ク
、
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費

量
一
二
割
ジ
了
二
九
｜
了
三
四
二
一
増
加
セ
リ
ノ
。

三
十
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ

γ
時
（
鰻
渦
ト
ノ
差
六
度
）
（
第
十
五
表
）
A

血
流
A

原
蓮
一
ュ
封
シ

0
・
六
五
l
0
・三
九
－
一
、
一
一
分
時
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
－
一

割
ジ

0
・
六
三
｜
0
・
五
九
－
一
減
少
シ
、
血
液
一
括
酸
素
消
費
量
A

原
消
費
量
一
－
一

割
シ
一
・

一一
二
1
1
7
五
六
－
一
増
加
セ

9
0

二
十
七
度
（
鰻
混
ト
／
差
十
度
）
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ
シ
毛
、ノ
ニ
例
（
第
十
六
、
十

七
表
）
血
流
A

原
蓮
一
ニ
封
ジ

0
・
八
七
1
0・
六
八
及
0
・七
0
1
0・
六
六
－
一
二

分
時
酸
素
消
費
量
ム
原
消
費
量
一
一
ユ
一
割
シ

0
・
九
七
1
0
・
九
及
0
・
八
六
1
0
・七

八
ユ
減
少

ν
、
血
液
一
耗
酸
素
消
費
最
A

了
一

1
1
7三
四
及
了

一
七

1

7三

五
ュ
増
加
セ
リ
ノ
。

川門六
・ム

（
第
式
競

一
大
－h
v



第
参
血
せ

F可

原

著
』J

嬬

凶
六
六

（
第
式
競

一
六
六
）

二
十
五
度
ノ
挽
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
シ
毛
ノ
一
例
（
第
十
八
表
）
血
統
A

原
蓮
一
ェ
封
シ

0
2八
九
l
0
・
七
五
－
一
、
一
分
時
酸
素
消
費
量

A原
消
費
量
一
－
一
一
割
シ

0
・
九
六

1
0
・
七
九
－
一
減
少
シ
、
血
液
一
一
路
酸
素
消
費
量

A
7
0
二
1
7
0
八
－
一
増
加
セ

9
0

卸
チ
二
二
十
四
度
以
下
二
十
五
度
迄
A

血
波
川
原
蓮
－
一
比
ジ
必
ズ
減
少
シ
、
血
液
一
括
酸
素
消
費
量
A

凡
ア
増
加
セ
リ
ノ
。
一
分
時
血
液
酸
素

消
費
量
二
二
十
四
度
－
一
却
ア
増
加
ジ
、
一
二
十
三
度
－
一
ア
殆
ド
増
減
ナ
ク
、
三
十
度
以
下
－
一
一
於
ア
凡
－
プ
減
少
セ

y
。

此
外
二
十
度
ノ
水
ア
作
用
セ
シ
メ
ジ
モ
／
一
例
、
十
五
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
ジ
モ
ノ

一
例
、
十
度
及
零
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ
シ
屯
ノ
各

二
例
宛
ナ
9
、
此
等
二
十
度
以
下
ノ
温
度
－
一
一
於
ア
A

十
度
寒
冷
作
用
後
五
分
－
一
ア
採
血
セ
ジ
毛
ノ
ユ
ア
血
液
一
一
括
酸
素
消
費
量
及
一
分
時
血

液
酸
素
消
費
量
－
一
、
十
五
度
寒
冷
作
用
後
五
分
－
一
採
血
セ
ジ
毛
ノ
ニ
ア
一
括
血
液
酸
素
消
費
量
－
一
共
ニ
軽
度
ノ
増
加
ア

Y
外
、
血
流
、
酸
素
消

費
量
凡
ア
減
少
セ

9
。

A
1通
覧
－
一
便
ズ

Y
清
一
分
時
血
流
、

零見
度 Jν

ア ジ ｜ 雫宅号電時宅宅号宅
約 。 I ののののののCめの 1 」

五 血｜ ！神
分液 ｜ ；一一「ナ
ノー I I げよ
ー艶｜ 1＿諸
ナ酸｜ ll'll" v骨
9素 I i げ
。塑 I~~~：； e;~~ξξ i I翁
費 I c:，ゐぷ∞町長るいる 1~ 悌

~ 1－＝一一__i)j-十 I I I~ ii 分
七 I I ~I 時
度 l i姉語｜酸
以｜ ｜｜時刻素
下 ｜凸凸凸凸凸凸凹凸邑｜ ；瑚 消
其 ｜己言言言言語言言語十 単鴻11 費
最 l 内 H瑚 E

I I ．干減1 _., ~~ I 1司其
｜ 一一一「τ二l 最
略｜ ｜緋｜蓮司小
階 I；：~；；~~ご r;~t; I I悼Tl 値
梯 ｜ ∞。回串凶。品串0 1ム jl制
的｜ 1_:_1調車
品I0 ........... 0 ...............一｜陣 I~覇空
度 I h話旨話量訟g主詰 I IC:':! 耗
｜ ｜狩｜副酸

卒’ ・ I I I 素
行 前

とノ及度行費階ノ 重
品温十以シ量段度卸ぞき
窓度度下アノ的ユ試笠
：；：ニユユ減最ユ膳献盃
：於於於少小減ジ／竿
二アアアス値少ア佃♀
而 J、 J、著ノV ガセ血性~
ジ略五明ヲ檎ザ流三福
7 十分ノ見 司

其分ノ減ノν 階毛酸右~
最ノー少イ梯、素セ~
小一二アク的ー消ラご
値品達ヲ、二分喪 v ~ 
A 達シ。特温時量ア
十ス、十ユ度酸等
度 JV 零五十エ素凡冷
及ヲ度度五卒 mア主主i

旨事



批

判

良

司
百
窓
口

E
N
氏
A

寒
冷
ヲ
作
用
セ
シ
ム
U
F

ト
キ
て
寒
冷
刺
戟
ノ
強
弱
－
一
膳
ジ
ア
或

2芯
－
一
或
A

緩
－
二
時
牧
縮
セ
シ
血
管
横
張
シ
、
永
ク

寒
冷
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y
ト
キ
血
液
循
環
緩
徐
ト
ナ
Y
ト
云
へ

9
。
前
竿
ノ
血
管
慣
張
A

、
僅
－
一
三
十
三
度
ノ
水
ヲ
作
用
セ
シ
メ
ジ
際
短
時
間
後

－
一
血
流
増
加
ア

9
シ
外
上
記
ノ
賞
験
－
一
ア
A

一
回
モ
之
ヲ
謹
明
シ
得
ズ
、
後
宇
ノ
血
液
循
環
緩
徐
ト
ナ
Y

2
ト
A

余
ノ
質
験
ト
一
致
ス
。
柑
循

環
緩
徐
ト
ナ
9
－
プ
血
液
永
ク
組
織
ト
接
鯛
ス
y
d
N
潟
三
静
脈
性
ヲ
帯
プ
Y

ニ
至
y

．
ヘ
ジ
ト
ノ
推
定
A

、
余
／
質
駿
－
一
ヨ
U

二
一
寒
冷
作
用
二
十
五

度
迄
A
通
用
ス
、
卸
血
液
一
耗
酸
素
消
費
量
凡
ア
増
加
セ
U
F

ガ
故
ナ
9
0
二
十
度
以
下
－
一
－
Y
A
凡
ア
消
胞
質
量
減
少
ス
U
F

傾
向
ア

9
0十
五
度
－
一

於－
7
A
血
液
一
耗
酸
素
消
費
量
原
消
費
量
ノ
竿
品
達
セ
ズ
。
十
度
及
零
度
－
一
於
テ

A
約
五
分
ノ
一
ュ
過
ギ
ズ
。
却
－
プ
鮮
紅
色
ヲ
呈
ス

Y

－一至

y

d
N
故
－
－
氏
／
説
A

肯
定
シ
得
ズ
。

E
2
氏
A

氷
嚢
ず
水
ク
使
用
ス
U
F

ト
キ
、
持
績
性
ノ
充
血
ヲ
来
ス
ト
一
疋
へ

y
。
充
血
ガ
血
流
速
進
ノ
意
ナ

ラ
バ
全
ク
余
ノ
質
験
成
績
ト
一
致
セ
ズ
。
零
度
ノ
水
ア
作
用
セ
シ
ム
U
Y

コ
ト
一
時
間
乃
至
一
時
間
竿
－
一
－
7
A

到
底
血
流
ノ
遼
進
ヲ
期
待
ジ
得

4

カ
ラ
ズ
。
日
常
吾
人
ガ
遭
遇
ス
M
F

如
グ
氷
嚢
使
用
ノ
際
其
部
皮
膚
－
一
潮
紅
ヲ
認
ム
。
之
レ
恐
ク
目
。
『
氏
ア
ジ
ア
局
部
ノ
充
血
ヲ
唱
導
セ
シ

討

唖回,.. 

メ
タ
U
F

原
由
ナ
U
Y

ペ
シ
。
果
u
v
e
プ】凶

5
・
氏
ノ
云
ア
ガ
如
ク
深
部
日
一
至
M
F

迄
著
明
ノ
血
管
蹟
張
ア
内
ノ
ト
セ
バ
、
余
ノ
例
／
如
キ
品
一
於
a
y
A
常
然

血
統
ノ
増
大
ア
U
F

ペ
キ
理
ナ

y
。
然
U
F

－
一
余
ノ
賓
験
－
一
一
於
，
ァ
金
ク
血
流
ノ
増
大
ナ
キ
A

、
血
管
嬢
張
ノ
範
閤
極
ア
皮
膚
ノ
表
層
－
一
限
局
ス
U
F

ガ

鋳
ナ
グ
ヵ
、
併
モ
余
ノ
例
ユ
於
ア
明
ニ
皮
膚
ノ
充
血
ヲ
認
メ
得
タ
Y
モ
ノ
ナ
シ
。
之
或
A

犬
ト
人
ト
高
度
ノ
寒
冷
－
一
劃
ス
M
F

皮
膚
ノ
反
騰
ヲ
異

－一ス

Y
ガ
震
ナ

Y
ヵ
、
又
A

氷
嚢
ト
慢
表
ト
ノ
間
－
一
空
気
ノ
薄
屠
ァ
！
ァ
、
其
作
用
水
ノ
直
接
接
ス
U
Y

ガ
如
ク
、
股
熱
猛
烈
ナ
ラ
ザ
u
y
d
N

鴻
ナ

y
eヘ
キ
カ
、
何
レ
エ
ジ
ア
モ
寒
冷
－
一
ヨ

Y
血
流
速
道
A

後
昌
一
越
プ
w
y

鹿
ノ
短
時
間
ノ
作
用
以
外
－
一
之
ヲ
認
メ
得
ザ
9
キ。

E
5
5
5
m
o司
氏
A

寒
冷
作
用
－
一
ア
起
Y
反
感
充
血
ノ
際
血
管
旗
張
ア
M
F

毛
、
血
液
ノ
流
蓮
増
加
ス

Y

ヤ
否
、
不
明
ナ
9
ト
云
へ

p
。
然
レ
ド
毛

血
管
ノ
憤
張
ア
リ
ア
血
流
ノ
増
加
ナ
キ
コ
ト
m

到
底
考
ヘ
ラ
レ
ズ
。
又
永
績
的
ノ
冷
却
－
一
－
7
A
永
嬢
的
骨
一
血
管
A
牧
縮
ス
ト
云
へ

ur
。
此
勤
A

余
ノ
貰
駿
ト
一
致
セ

9
0
5
5
6
氏
ガ
脈
捧
ノ
大
小
－
一
ヨ
リ
ア
、
統
蓮
7
推
定
セ
U

J

A

到
底
推
定
ノ
範
園
ヲ
出
デ
ズ
。
コ
呉
氏
ガ
寒
冷
作
用

ノ
際
葉
肢
ノ
血
管
牧
縮
ス
ト
一
五
へ

Y
A
、
余
ノ
賞
駿
ト
一
致
ス
。
街
｝
》
7
4
1
3
2
%
『
町
三
戸
及
部
分
秤
量
等
ニ
，
Y
A
種
々
ノ
難
関
ア
Y

ヨ
ト
前
漣

凶

六

七

一

六

七

〉

館
市
多
品
哲
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原

箸
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線

（
第
武
銃



第
参
晶
せ
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原

省
、」

嬬

四
六
八

（
第
式
競

一
六
八
〉

ノ
如
hv
。
出
J
E空
白］
fpZFEu－及
EF己
主
也
氏
等
d
N

韓
表
－
一
作
用
セ
ジ
メ
シ
強
度
ノ
寒
冷
d
p

比
較
的
深
部
－
一
連
ス

Y
賓
験
つ
冷
却
部
組
織
ノ

新
陳
代
謝
機
能
ノ
減
少
ヲ
議
想
セ
シ
メ
、
余
ノ
質
験
ノ
結
果
ト
間
接
一
一
聯
絡
ア

Y

3
ト
ブ
見

y
。

ヲ
・2
5
L
及

Z
z
z
v
氏
等
ノ
貫
験
d
N
賞
験
ノ
方
法
一
及
賞
験
成
績
考
察
－
一
於
ア
快
陥
ア
y
d
N
矯
甚
ダ
償
保
少
キ
コ
ト
A

熱
作
用
／
部
－
一
越
ペ
シ

所
ノ
如
uv
。
十
五
度
水
中
前
勝
裕
ノ
際
其
部
静
脈
血
中
、
炭
酸
克
斯
－
一
著
明
ノ
増
加
ア
リ
ア
酸
素
ノ
量
－
一
一
嬰
化
ナ
ジ
ト
云
ア
モ
、
余
ノ
質
験
－
－

於
ア
A

著
明
ノ
酸
素
消
費
量
ノ
滅
少
、
卸
チ
酸
素
合
有
量
ノ
増
加
ア
9
0
只
ダ
此
際
、
犬
ノ
下
腿
ト
人
／
前
勝
ト
其
厚
薄
大
小
F

一
差
ア
M
Y

コ

ト
A

考
慮
－
一
置
ク
ヲ
要
ス
。

三
十
四
度
ヨ

9
二
十
五
度
迄
一
括
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
セ

Y
A

－
方
局
所
血
流
緩
漫
ニ
ジ
ア
血
液
ノ
組
織
ト
接
鯛
ス

Y

時
間
永
キ
ニ
モ
ヨ

y

イ
ク
、
同
時
－
一
血
管
ノ
牧
縮
－
－
ヨ
リ
ア
局
所
ヲ
通
過
ス
グ
血
量
減
少
シ
多
量
ノ
組
織
小
量
ノ
血
液
ト
接
ス
y
d
N

潟
ユ
モ
ヨ

Y
ぺ
キ
毛
賞
際
／

意
義
A

冷
却
ノ
度
街
甚
シ
カ
ラ
ザ
Y
ガ
潟
ニ
組
織
ノ
活
力
郎
呼
殴
作
用
ノ
向
甚
ク
障
碍
セ
ラ
レ
ザ
Y
讃
ナ

y
，
ヘ
シ
。
此
事
責
A

血
流
緩
徐
ナ
M
F

際
血
液
中
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
、
卸
血
液
ノ
酸
素
合
有
量
ノ
減
少
ス
ト
云
プ
一
般
生
理
的
航
態
ト
同
様
ナ
Y

コ
ト
ヲ
認
ム
。
二
十
度
以
下
－
一
於

ア
一
括
血
液
酸
素
消
費
量
毛
一
分
時
酸
素
消
費
量
モ
共
ユ
減
少
セ

Y
A
、
組
織
ノ
冷
却
高
度
ナ
y
d
N
潟
業
生
活
力
著
グ
障
碍
セ
ラ

ν
、
呼
吸
作

用
低
下
セ
y
d
N
潟
ナ
y

a
ベ
シ
。
十
五
度
冷
却
一
時
間
宇
ノ
後
酸
素
消
費
量
二
十
二
%
－
一
、
零
度
一
時
間
冷
却
ノ
後
十
一
%
ュ
減
少
ス

Y
事
費
A

冷
却
－
一
ヨ

Y
組
織
活
力
／
低
下
甚
ダ
高
度
ナ

Y

2
ト
ヲ
謹
ス

Y

モ
ノ
ナ
9
0
此
際
流
血
量
ガ
零
度
一
時
間
四
？
プ
六
十
一
%
一
時
間
竿
－
一
ア
向
五

十
三
%
’
ヲ
維
持
ス

Y

コ
ト
A

血
流
ノ
減
少
グ
組
織
一
活
力
ノ
減
少
郎
チ
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
－
一
比
ジ
ア
迄
－
一
少
キ
コ
ト
ヲ
誼
ス
W
F

毛
ノ
ナ

9
。

向
三
十
四
度
及
三
十
三
度
－
一
ア
巳
ニ
血
液
流
速
ノ
減
少
ア
U
F

宅
、
酸
素
消
費
量
A

三
十
四
度
＝
於
ア
僅
カ
ナ

Y
モ
増
加
ヲ
認
ム
U
F

ヨ
ト
A

所

謂
中
和
結
（

F
E
5
3
5ヨ
ロ
宮
）
ノ
近
キ
ヨ
ト
ヲ
詩
明
ス
M
F

毛
／
ナ
9
0

要
ス
グ
ニ
従
来
ノ
文
献
中
局
所
ノ
諸
積
温
度
ノ
冷
却
グ
其
部
血
流
及
新
陳
代
謝
－
一
及
ポ
ス
影
響
ヲ
直
接
－
一
且
ツ
敷
量
的
－
一
研
究
セ
ジ
毛
ノ

ナ
ジ
。
上
記
余
ノ
質
験
成
績
ハ
明
ラ
均
株
陥
ヲ
補
ヒ
得
タ
U
Y

モ
f

ト
信
ズ
。

此

項

纏

揺
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原

書 l卒

期

.ニ＋五表

雄

3。－21'I 6.0叫 1.4410.1捌 2.6710.720 
3°-ao' I 4.55¥ i.09¥ o 014¥ 1.64¥ 0.:13れ
3°-40’I 4,261 i.02¥ o.o3引 0.7610.145 
3°-50’I 2.7剖 0.6610.0541 1.201 0 149 

三刺裁14＇一内。 C水ヲ作用シ一分ユシテ卦レ

I 4°-l' 
40ー10’
生。－20〆
4°-30' 

レ
シ
モ
ノ
ナ

y
。
卸
チ
水
治
療
法
中
ノ
寒
冷
刺
戟
叉
A

刺
戟
療
法
ト
輔

のお
β
O
K
U
0
6

唱

A
唱－

a
τ
A
A
V

A
告

a
o
。。。。

a晶
E

’ao
o
k
u

o
o
η
O
の
A

’A

h
V
凸
V
A
V
h
u

官

A
O
RV
Aり
ρ
0

0
3
同
，

e
o
o
nu

l
－
－

o
 

0.961 0.086 
0.951 0.080 
0.841 0 081 
0.881 0.041 

第二＋六表

20/XI 犬雄 8.7延憾混；；，）＇C 気温20句集陵762.4

一分時血流！血液一括酸素卜・分時血液闘
時間｜ (c.~） l消費量＇（叫）｜素消費量＼c.c.)
i貧鍛｜比 ｜賓数｜比｜寅敏 ｜比

型 ｜冬作用前I~：ゴ；；｜ ~：~gl I g：お｜ ｜；ぉ
丸 l卒均｜ I a. 78/ i.001 o.郎5j 1.001 0.3191 I.O 
（ E第一蜘j裁

第 l I. I I I I I I 
式 I I a。－ ~； ； 4.69J i.241 o.o9al u31 o必 01 1.41 
I I O' I 5.001 1.321 0.0951 I I 

競 I I。:i,I A I I I I I ・ I -20' I 4.111 1.091 0.08:11 0.側 0.3411 i:Oi 
3°-30' I 3.441 0.911 0.0871 1.021 0.2991 0.9 

不 i第二糊 13。－40'1刊水ヲ作用セシメ一分品シテ乱レ
とど I ｜γ－.i11 I 3.s2l i.011 o.12al 1.4sl o.4811 i.51 

3°-50’I 4.411 1.171 O.o7剖 0.矧 0.3441 1訓
4°-O' I 3.591 0.951 0.0691 0.矧 0.2481 0.78 
4°-10' I 3All 0.901 0.0721 o.s剖 0.2461 0.77 

一一
一十
四
度
（
館
温
ノ
下
方
四
度
）
以
下
／
温
度
ヲ
局
所
－
一
作
用
セ
ジ
ム

Y
ト
キ
A

必
ズ
其
部
血
液
流
蓮
ノ
減
少
ヲ
来
ス
。

一
、
血
液
一
括
〆
酸
素
消
費
量
A

二
十
五
度
迄
A

冷
却
前
ニ
比
ジ
流
速
ノ
減
少
ト
反
劃

一一
却
ア
増
加
セ

y
d
m
レ
ド
モ
二
十
度
以
下
ノ
温
度
ア

作
用
セ
ジ
ム
M
F

ト
キ
A

凡
ア
減
少
ジ
、
且
概
ジ
ア
温
度
ノ
低
下
ト
正
比
例
ジ
ア
減
少
ス

Y
傾
向
ア

9
0

一
、
一
分
時
血
液
酸
素
消
費
量
A

三
十
四
度
ニ
ア
微
量
ノ
増
加
ア
リ
。
三
十
三
度
－
一
ア
A

略
増
減
ナ
キ
モ

一一

hv
、
且
ッ
概
し
シ
ア
温
度
ノ
低
下
ト
正
比
例
ジ
ア
減
少
ス

Y
傾
向
ア
9
。

寒
冷
ノ
短
時
間
ノ
作
用

冷
水
摩
擦
ノ
如
キ
冷
水
潜
ノ
如
キ
A

古
来

3.851般

日｜第
セ

セ

－フ

Y

． 

フ

十
度
以
下
ニ
於
ア
J，、
凡
4

ア

減
少



第
多
品
世

F『

原

著

嬬

四
七
O

（
第
式
競

一
七

O
）

、
モ
ノ
ユ
シ
ア
（
同
一
壬

2
3
3
L
2・
F
三
一
三
年
三
で
）
皮
膚
－
一
短
時
間
急
激
ナ
Y
寒
冷
ヲ
作
用
セ
ジ
メ
ア
之
ニ
馴
致
セ
シ
メ
、
全
身
－
一
生，メ
Y
反

感
ノ
適
宜
ノ
調
節
－
一
ヨ
リ
、
戚
胃
二
一
割
ス
Y
健
康
増
進
線
磨
ノ
法
ト
セ
ラ
Y
。
此
際
一
時
皮
膚
血
管
牧
縮
ス
Y

毛
後
－
一
婿
張
シ
、
所
謂
反
臆
充
血

ヲ
起
ス
。
如
斯
刺
戟
ノ
後
－
一
A

一
般
－
一
爽
快
ノ
戚
ア
Y

ヲ
常
ト
ス
。
余
A

第
十
三
表
－
一
一
於
ケ
y
d
N

如
ク
軽
度
ノ
刺
戟
ヲ
奥
ヘ
ジ
際
、
短
時
間
－
－

U

て
プ
一
時
血
流
ノ
増
進
ヲ
見
タ
9
、
之
レ
或
A

古
来
稀
ヘ
ヌ

ν
タ
U
F

寒
冷
刺
戟
ト
稀
ス
Y
作
用
ノ
反
慮
ナ
M
F

ペ
キ
ヲ
想
ヒ
、
之
ヲ
確
メ
ン
ガ
震

－
一
下
記
ノ
貫
験
ヲ
ナ
セ

9
0
卸
十
度
及
零
度
ノ
水
ア
下
腿
及
足
部
－
一
作
用
セ
シ
ム
M
F

コ
ト

一
分
－
一
シ
ア
水
ヲ
排
池
山
v
、
（
水
ノ
筒
中
ヨ
リ
全
部

流
出
hv
去
Y

－
一
約
一
分
二
十
秒
ヲ
要
ス
Y
ガ
故
ニ
ー
寒
冷
ノ
作
用
時
間
A

二
分
二
十
秒
ナ
9
）
此
際
ノ
血
流
及
酸
素
消
費
量
ノ
如
何
ヲ
測
定
セ

y

其
結
果
ヲ
第
二
十
五
表
及
第
二
十
六
表
ニ
表
示
ス
。

短
時
間
寒
冷
作
用
成
績
概
括

上
記
表
ヲ
甑
Y

ェ
第
二
十
五
表
第
一
、
第
二
刺
戟
作
用
－
一
於
ア
十
度
ノ
寒
冷
ヲ
短
時
間
作
用
セ
シ
メ
シ
時
二
分
後
－
一
一
於
ア
巳

ニ
著
明
ノ
血

液
疏
蓮
増
加
ア

y
－7
約
一
・
四
倍
－
一
達
ス
。
同
時
二
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア
リ
ア
三
倍
以
上
－
一
連
ス

Y

コ
ト
ア

9
0酸
素
消
費
量
増
加
ノ
時
間
A

第
一
刺
戟
後
二
十
分
、
第
二
刺
戟
後
十
分
ニ
及
プ
。
血
流
増
加
ノ
時
間
A

第
一
刺
戟
ェ
於
ア
十
分
間
、
第
二
刺
戟
－
一
於
－
プ
二
十
分
ナ

y
。
其
以
後

－一一於－
7
A
却－
7
原
蓮
ヨ
y

A
減
少
セ
リ
y

。
酸
素
消
費
量
モ
一
増
加
期
間
ノ
後
－
一

A
却
ア
原
消
費
量
ヨ
y

A
減
少
セ
y
。
第
三
刺
戟
作
用
－
一
一
於
－
7
A

零
度
ノ
水
ヲ
使
用
セ
シ
z
血
液
流
速

A原
速
－
一
及
バ
ザ

puv
宅
、
第
二
刺
戟
作
用
最
終
ノ
血
統
ト
比
較
ス
U
F

ト
キ

A
7四
倍
－
一
蓬
ジ
、
同
時
－
一

酸
素
消
費
量
A

著
明
二
一
増
加
ジ
ア
二
十
分
間
モ
増
加
ノ
紋
態
ヲ
持
績
セ

p
q酸
素
消
費
量
及
血
流
ノ
増
加
二
則
刺
戟
作
用
終
末
ノ
採
血
ト
比
較

ス
Y

ト
キ
特
ユ
著
明
ナ

y
。
第
二
十
六
表
－
一
一
於
ア
A

凡
ア
零
度
ノ
水
ヲ
使
用
セ
シ
－
一
、
作
用
後
二
分
及
一
分
後
何
レ
モ
多
少
血
沈
ノ
増
加
ア
リ
、

且
ヲ
酸
素
消
費
量
A
著
明
－
一
一
増
加
セ
y
o

ロ
ハ
グ
血
液
流
蓮
ノ
増
加
A
第
一
回
ヨ
y

A

第
二
回
－
一
到
9
4
7
少
ク
、
業
増
加
持
績
時
間
モ
亦
短
カ

シ
。
卸
第
一
回
－
一
ア

A
二
十
分
－
一
ア
モ
向
多
少
ノ
増
加
ア
Y

－
一
第
二
回
一
7
7
A
二
十
分
－
－

A
巳
品
原
蓮
以
下
－
一
連
ス
。
酸
素
消
費
量
増
加
ノ
期

間
毛
同
様
－
一
第
一
回
ニ
長
ク
第
二
回
－
一
短
カ
ジ
。

判

批

反

討

究



上
記
ノ
事
買
A

水

治

療

法

中

所

謂

寒

冷

ノ

刺

戟

療

法

二

封

シ

一

道

ノ

光

明

ヲ

輿

プ

M
F

毛
f

z

uv
，ァ
従
来
ノ
憶

読
ニ
封
ジ
賓
験
上
古
来
使
用
シ
来

yuv
寒
冷
刺
戟
ガ
充
分
ノ
意
義
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
ヲ
明
ュ
詩
明
ジ
得
タ
M
F

毛
ノ
ナ

9
0
2
5
5
5
句会・

氏
日
ク

念
激
ナ
ゲ
寒
冷
ノ
刺
戟
－
一
，
y

A

血
管
A

一
時
牧
縮
シ
ア
後
撰
張
ジ
、
新
陳
代
謝
作
用
ヲ
増
進
セ
ジ
メ
ン
－
二
強
キ
冷
水
港
ヲ
急
速
－
一
採
－
フ
ジ
ム

y
－一ア

y
ト
云
へ

9
0
ロ
ロ
ゲ
ご
と
『
氏
A

十
六
度
ノ
冷
水
溶
－
一
－
7

A

四
十
七
%
J克
斯
代
謝
ヲ
増
加
ス
ト
。
以
上
A

全
身
ノ
朕
態
ヲ
遮
ペ
シ
毛
ノ
ユ

ジ
ア
未
グ
局
所
ノ
寒
冷
刺
戟
－
一
於
ケ
U
F

克
斯
代
謝
及
血
流
ヲ
調
査
セ
ジ
モ
ノ
ナ

シ
。
冷
水
摩
擦
ノ
如
キ
冷
水
潜
ノ
如
キ
－
一
ア
毛
恐
ク
局
所
ノ

如
斯
作
用
A

存
ス
ペ
ク
。
刈
氏
審
法
ノ
如
キ

－てプ

毛
一
時
寒
冷
ヲ
皮
膚
－
一
作
用
セ
ジ
ム
M
F

ト
キ
、
其
部
ノ
血
統
ヲ
増
進
シ
、
加
之
其
部
組
織

ノ
生
活
機
能
ヲ
刺
戟
増
進
ジ
ア
以
ア
著
明
二
新
陳
代
謝
ヲ
増
進
ス

Y
毛
ノ
ナ
グ
’
コ
ト
ヲ
詫
明
ジ
得
タ
U
Y

毛
／

ナ
9
。
此
寒
冷
刺
戟
後
血
流
ノ
増

進
及
局
所
組
織
新
陳
代
謝
ノ
増
進
A

彼
ノ
冷
水
潜
叉
A

冷
水
摩
擦
後

一
時
紳
気
ノ
爽
快
ト
ナ
Y
理
由
ノ
一
ナ
U
F

ペ
シ
。

3
5乙
v
Z
『m
g・
氏
A

プ
氏
審
法
－
一
就
ア
遁
47
日
グ
、
麻
布
ヲ
冷
水
－
一

浸

γ
緊
ク
搾

y
eプ
水
ヲ
去
リ
ノ
、
之
ヲ
身
憶
－
一
貼
シ
、
業
上
ヲ
「
フ
ラ
ン
、
河
－

y
」
ノ
如
キ
毛
織
物
ヲ
以
ア
被
フ
。
（
防
水
布
ノ
如
キ
－
一
ア
被
フ
A

諜
η
ノ
ナ
リ
）
此
際
始
メ
ノ
冷
巷
法
A

穂
温
ノ
潟
メ
ユ
渦
メ
－
フ
レ
ア
温
早
培
法
－
－

（民
2uA酔
｝

』

な

回

目

F
H

’－a－民
三
件
2
・2
5）

援
ジ
、
麻
布
／
水
ノ
蒸
接
A

毛
織
物
ノ
鴬
ニ
多
少
妨
グ
ラ
山
戸
、
モ
一
漸
衣
蒸
脅
し
り
こ
ア
数
時
間
ノ
後
－
一
川
金
ク
乾
燥
ス
M
F

ユ
至
Y
。
始
メ
冷
岩
法
ノ

際
ニ
A

一
時
血
管
ノ
牧
縮
ア
ヌ
、
次
世
一
旗
張
ス
。
冷
山
益
法
温
メ
フ
レ
ア
温
種
法
ト
ナ
wF

ュ
及
ピ
ア
A

此
部
皮
盾
ノ
温
度
A

当

E
2・E
Z
氏－一

従
ヘ
バ
略
ポ
血
液
ト
同
温
－
一
達
ス
ト
云
ァ
。
加
斯
混
度
A

再
ピ
血
管
ヲ
僚
張
シ
充
血
ア
起
ス
、
卸
冷
温
共
－
一
充
血
ヲ
起
ス
ガ
故
－
一
此
巷
法
ヲ
充

血
促
進
ノ
巷
法
ト
郁
ス
ト
。

余
A

マ太田
・5
Z
7
5
・2
・
氏
ノ
後
竿
／
陳
遁
、
即
冷
巷
法
整
ジ
ア
温
審
法
ト
ナ
M
’朕
態
ヲ
研
究
セ
ザ
U
Y

ガ
故
－
一
、
冷
却
ノ
後
起
リ

シ
血
流
増
進
ガ
温

審
法
ト
ナ
w
y

迄
持
続
ス
ペ
キ
カ
否
カ
ヲ
知
－
フ
ズ
ト
雄
、
少
ク
ト
モ
葉
前
宇
タ
U
Y

急
激
ナ
M
F

冷
却
作
用
ガ
一
時
血
流
ノ
促
進
ヲ
ナ
ス
コ
ト
及
局

部
組
織
／
新
陳
代
謝
ヲ
一
時
増
進
セ
ジ
ム

Y

2
ト
A

余
ノ
賓
験
－
一
ヨ
リ
ア
明
ナ
リ
。
果
ジ
ア

ヨ

E
2
c
c
氏
ノ
設
ノ
如
ク
初
メ
ノ
冷
審
法
獲

d
v
e
プ
温
審
法
ト
ナ
叫
ノ
、
業
際
／
温
度
血
液
ト
同
温
－
一
達
ス
ペ
ジ
ト
セ
バ
、
之
レ
ユ
ヨ
リ
ア
毛
亦
血
行
ノ
促
進
ア
U
F

ペ
キ
ヲ
疑
A

ズ
。

熱
ヲ
作
用
セ
ジ
ム

Y
際
常
－
一
血
流
ノ
速
走
ア
U
Y

コ
ト
A

余
ノ
熱
作
用
ノ
賞
駿
一
一
ヨ
リ
ノ
ア
明
ナ
y
d
N

故
－
一
彼
ノ
冷
熱
交
換
瀧
注
法
ノ
加
キ
ガ

第
参
品
世

F『

原

著

;¥lil 

PL! 
七

（
第
式
競

一
七

一）



第
参
品
管

r、
原

善
、－＇

期

阿
仁

（
第
筑
波

一
七
二
v

化
（
－
一
局
部
血
液
ノ
流
蓮
ヲ
高
メ
、
且
ッ
冷
熱
ノ
雨
者
共
－
一
局
部
組
織
ノ
新
陳
代
謝
ヲ
増
進
ス
uy
d
p

錦
－
一
、
或
種
ノ
疾
病
－
一
掛
シ

－7
使
用
ス
グ
コ

ト
／
合
理
ナ
Y
ヲ
見
U
F

。
卸
此
貫
験
－
一
ヨ

P
冷
熱
交
換
樺
注
法
（

J3与
さ
－
5
2
z
f
己
主
主
5
）
ノ
効
果
ア

Y
理
由
ヲ
間
明
ジ
得
タ

y
ト
信
ズ
ω

古
来
刺
戟
療
法

3
6
5z・2
a
z『合同町）ト
しV
1
7
A
寒
冷
ヲ
ノ
ミ
使
用
シ
ア
熱
－
一
及
バ
ズ
。
葉
ノ
理
由
A
C
Z
E
γ凸
｝

5
L
2
・
氏
ノ
研
究
－
一
ヨ

y
樟

衣
ニ
於
ケ
M
F

冷
畳
一
ノ
分
布
、
温
費
－
一
比
ジ
ア
濃
厚
ナ
w
y
d
N

故
ユ
・
寒
冷
－
一
封
ス

Y
戚
豊
特
・
一
鋭
敏
ナ
リ
ノ
、
従
ア
又
其
反
鷹
大
ナ
リ
ノ
ト
云
ア
ニ
ア
リ
ノ
＠

ヲ
－cz
Z
及

E
z－－i
氏
等
ガ
寒
冷
短
時
間
ノ
作
用
一
一
ヨ
9
局
部
静
脈
血
中
酸
素
ノ
量
－
一
躍
硬
化
ナ
シ
ト
云
へ
U
F

A

到
底
信
ヲ
措
グ
ニ

足
－ブ
ズ
。
上

記
余
ノ
質
験
A

氏
等
ノ
説
ヲ
破
棄
シ
得
－
プ
伶
リ
ア
リ
ノ
ト
信
ズ
。

要
ス
グ
ユ
一
従
来
ノ
文
献
中
未
グ
冷
水
短
時
間
ノ
作
用
ガ
パ
川
所
血
流
及
新
陳
代
謝
ェ
及
ポ

ス
影
響
ヲ
直
接
－
一
且
ッ
数
量
的
－
一
研
究
セ
シ
モ
ノ

ナ
シ
。
上
記
余
ノ
寅
験
ニ
ヨ
リ
ノ
其
作
用
及
効
力
ヲ
間
明
ジ
件
タ

9
ト
信
ズ。

此

項

纏

揖

十
度
叉
A

零
度
ノ
寒
冷
ヲ
二
分
内
外
泊
所
－
一
作
用
セ
ジ
ム
グ
ト
キ
A

十
分
乃
至
二
十
分
間
其
部
ノ
血
流
ヲ
増
大
シ
、
酸
素
消
費
量
二
一耗

及

一
分
時
雨
者
共
V

ヲ
増
加
ス
。

事

熱

作

用

組

括

上
記
賓
験
ノ
結
果
ヲ
観
Y

－
一
加
熱
作
用
z
・7
血
椛
最
大
三
・
四
五
倍
（
四
十
五
度
二
十
分
作
用
）
ニ
、
新
陳
代
謝
最
大
三
・
二
三
倍
（
五
十
五
度

二
十
三
分
作
用
）

ι
達
ス
。
冷
却
作
用
ニ
－
7

A
血
流
最
少
三
三
%

二
、
新
陳
代
謝
一
一
%
ュ
減
少
ス
グ
ヲ
観
y
。
少
ク
ト
毛
此
間
二
於
7

A

J

ヨ
ロ
件
。
目
安
民
d
n

所
謂
寒
熱
刺
戟
／
通
営
ノ
按
排
－
一
ヨ

9
、
局
所
血
液
循
環
ノ
状
態
、
血
流
ノ
遅
速
、
新
陳
代
謝
ノ
増
減
ヲ
少
ク
ト
毛
四
肢
－
一

於
7

A
随
意
－
－
左
右
シ
得
U
F

コ
ト
ノ
可
能
司
ノ
讃
明
シ
得
タ

9
0

加
熱
作
用
－
て
ア
使
用

Y
7可
ナ
Y
最
高
温
度
つ
血
液
二
砧
ノ
酸
素
消
費
量
元
原
消
費
量

ヨ
9
滅
却
セ

Y
程
度
ヲ
選
プ
ヲ

最

毛
安
全
ノ
方

法
ト
思
考
ス
。
従
来
六
十
度
ノ
如
キ
高
温
ヲ
治
療
上
旬
一
使
用
セ
シ
例
ナ
キ
－
一
ア
ラ
ズ
。
者
226］旬氏
A

眼
－
一
審
法
ト
シ
テ
六
十
度
ノ
温
度
ヲ
使

用
セ

y
ト
云
ア
毛
、
審
法
ハ
冷
却
ノ
度
早
カ
U

F

J

ベ
ク
、
六
十
度
ノ
高
温
ノ
作
用
除

1
氷
カ
ラ
ザ
M
F

J

ベ
キ
ガ
故
－
一
不
可
ナ
カ
U
F

ぺ
キ
号
、
長
時
ノ
使



用
A
考
慮
ヲ
要
ヌ
ι
ベ
シ
。
家
兎
ノ
耳
非
部
ナ
η
ノ
ト
雄
六
十
度
－
一
一
於
4
7
A
組
織
ノ
死
滅
ヲ
来
ス
ト
云
へ

M

F

5

5
3
5

・m
氏
ノ
貰
駿
ア

9
0

余
A

前
遁
ノ
如
ク
五
十
度
附
近
ノ
温
度
－
一
於
e

プ
、
血
流
三
倍
－
一
新
陳
代
謝
二
・
四
五
倍
－
一
一
連
ジ
得
Y
ヲ
見
v

j

治
療
ノ
目
的
A

充
分
達
シ
得

イ
キ
ユ
ア
ラ
ザ
Y

カ
ヲ
想
プ
。
其
理
由
A
五
十
度
迄
A
血
涜
ノ
加
A

Y
際
一
沌
酸
素
消
費
量
減
少
ス
ト
云
ア
一
般
生
理
的
範
閣
ヲ
超
出
セ
ザ

y

d
N

故
ナ

9
0
五
十
五
度
以
上
ノ
極
度
－
一
於
ア
A

巳
－
二
般
生
理
的
範
園
ヲ
超
エ
ア
一
括
酸
素
消
費
量
ノ
増
加
ア

9
0之
レ
局
所
組
織
過
熱
ノ
賦

態
ナ
Y
J～
ク
、
短
時
間
ノ
刺
戟
療
法
－
一

A
不
可
テ
カ

Y

ペ
キ
毛
、
長
時
ノ
使
用
A
却
ア
好
果
ヲ
鷲
－
フ
サ

v
y
ペ
ジ
。
此
貼
A

3

5

2

Z

品
氏

ノ
読
ト
一
面
共
通
ノ
虞
ナ
キ
ユ
ア
ラ
ズ
。

冷
却
作
用
品
ア
日
常
普
通
ニ
使
用
セ
ラ
町
戸
、
A

氷
審
法
ナ

9
0
而
uv
－7
寒
冷
作
用
－
一
－
プ
上
記
ノ
如
ク
血
液
酸
素
消
費
量
ガ
生
理
的
範
闇
ヲ
出

デ
ザ
グ
’
温
度
A

二
十
五
度
ナ
グ
ガ
故
一
一
、
日
常
使
用
ス

Y
漏
度
三
一
比
シ
ア
這
－
一
高
ジ
。
然
レ
ド
毛
四
肢
ノ
如
キ
－
7
氷
審
法
ノ
如
キ
低
温
ヲ
永
ク

作
用
セ
ジ
ム

UF
コ
ト

A
局
所
組
織
ノ
生
活
機
能
ヲ
低
下
ス

UF
コ
ト
大
ナ
y
d
N

故
－
一
不
可
ナ
リ
ノ
。
寒
冷
刺
戟
ヲ
局
所
－
一
使
用
ス
グ
コ
ト

A
血
流
ノ

増
加
ヨ
y

A
寧
ロ
新
陳
代
謝
ノ
増
加
－
一
一
割
シ
ア
意
義
ア
M
F
Jベ
シ
。

論

一
、
四
十
度
以
上
ノ
温
度
ア
局
所
－
一
作
用
セ
シ
ム

Y
ト
キ
血
統
A

必
ズ
増
加
ス
。

二
、
局
所
組
織
新
陳
代
謝
A
四
十
度
エ
ア

A
殆
ド
増
加
セ
ザ
Y

毛
四
十
二
度
以
上
ノ
満
度
－
一
ア

A
必
ズ
増
加
シ
、
且
、
満
度
ノ
高
サ
ト
卒
行
U
F

ア
増
加
ス

Y
傾
向
ア
ク
。

結

一
二
、
局
部
ヨ

y
還
流
ス
グ
静
脈
血
ノ
酸
素
合
有
量
A

四
十
度
以
上
五
十
度
迄
A

一
一
般
ュ
多
量
－
一
シ
ア
殊
二
四
十
五
度
及
五
十
度
－
一
著
明
ナ

y
。

五
十
五
度
以
上
ノ
温
度
－
一
－
7

A
却
ア
減
少
ス
。

問
、
三
十
四
度
以
下
ノ
温
度
ヲ
川
部
ニ
作
用
セ
シ
ム

Y
ト
キ
血
流
A

必
ズ
減
少
ス
。

玉
、
局
所
組
織
ノ
新
陳
代
謝
二
二
十
三
、
四
度
－
一
－
7
A
減
少
ヲ
認
メ
ザ
UF
モ
三
十
度
以
下
ノ
温
度
ヲ
作
用
セ
シ
ム

Y

ト
キ

A
必
ズ
減
少
シ
、
且

ツ
温
度
ノ
低
下
ト
平
行
ジ
ア
減
少
ス

Y
傾
向
ア

9
0

館
用
参
品
管

F『

尿
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期
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（
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組
長
従
事
長
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ミ
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m
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場
代
ミ
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制
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11十
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制
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型
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護
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ミ

w
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11十
制
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宥
h
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室
E
縦
長
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ミ
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要
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藷
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0
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H
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ミ
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謡
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、
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帳
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甥
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品
阜
、
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械
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蝋
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霊
峰
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劃
~
~
圃
~
’
ト
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11十
同
制
藍
同
h
郵
k
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瑚
品
代
Y
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1
0
’
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思
盤
~
~
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蝋
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喜
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都
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眼
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＂
＇
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場
世
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宮
、
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倒
i
,
p
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~
~
~
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無
担
世
主
乙
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＂
＇
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付
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R
e
s
u
m
e
.
 

T
h
e
司
i
》plicati
o
n
of 
external 

heat 
a
n
d
 
cold 
to 
a
 part 
of the 
h
u
m
a
n
 b
o
d
y
 constitutes 

o
n
e
 of the 
oldest 
f
o
r
m
s
 
of 

treatment.
’f
h
u
s
 
H
i
p
p
o
c
r
a
t
e
s
 
is 
said 
to 
h
a
v
e
 treated 

w
o
u
n
d
s
 
a
n
d
 
fractures 

w
i
t
h
 
w
a
r
m
e
d
 
sea-water 

a
n
d
 applied 

cold 

w
a
t
e
r
 
a
r
o
u
n
d
 
the 
bleeding 

w
o
u
n
d
s
.
 
A
l
t
h
o
u
g
h
 
there 
are 
m
a
n
y
 researches 

o
n
 the 
effects 
o
f
 heat 
a
n
d
 cold 
u
p
o
n
 t
h
e
 

w
h
o
l
e
 b
o
d
y
,
 
but 
little 
a
t
t
e
m
p
t
 
h
a
s
 
b
e
e
n
 m
a
d
e
 to 
understand 

those 
of the 
n
a
m
e
d
 stimuli 

u
p
o
n
 
a
 part 
of 
t
h
e
 
b
o
d
y
,
 
as 

there 
lies 
m
u
c
h
 m
o
r
e
 
difficulty 

in 
estimating 

the 
reaction
s
 of 
a
 part 
than 
of 
the 
w
h
o
l
e
 of the 
b
o
d
y
,
 
if 
w
e
 a
t
t
e
m
p
t
 
to 

w
o
r
k
 b
y
 th
e
 t1
su
a
l
 m
e
t
h
o
d
s
 
hitherto 

prevailed. 
In 
this 
w
o
r
k
,
 
ther
e
fore, 
it 
is 
m
y
 a
i
m
 
to 
ascertain 

w
h
a
t
 
h
a
p
p
e
n
s
 
to 

t
h
e
 
b
l
o
o
d
 
flow 
a
n
d
 m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
 
durin
g
 e
x
p
o
s
u
r
e
 o
f
 a
 part 
of 
the 
b
o
d
y
 to 
heat 
a
n
d
 cold. 
F
o
r
 e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 I
 us
e
d
 d
o
g
s
 

u
n
d
e
r
 anesthesia with urethane a

n
d
 a
 special apparatus 

devised m
y
s
e
l
f
 for 
a
p
p
l
y
i
n
g
 
cold 
o
r
 h
o
t
 
w
a
t
e
r
 to 
the 
leg 
of d
o
g
s
.
 

T
h
e
 
v
e
n
o
u
s
 
b
l
o
o
d
 
w
a
s
 t
a
k
e
n
 
f
r
o
m
 the 
femoral 

v
e
i
~
 
of 
the 
posterior limb

,
 the 
leg 
of 
w
h
i
c
h
 
is
 h
e
a
t
e
d
 
or 
c
o
o
led, 
b
y
.
 

m
e
a
n
s
 of 
a
 g
r
a
d
u
a
t
e
d
 pipette 

according 
to
 th
e
 m
e
t
h
o
d
 of 
V
erzar,
 fo1・
 inserti
o
n
 of the 
pipette 
th
e
 
large 
s
a
p
h
e
n
o
u
s
 
vein 



b
e
i
n
g
 
used. 
T
h
e
 arterial 

b
l
o
o
d
 
w
a
s
 taken 
with 
o
n
e
 cc-syringe 

f
r
o
m
 the 
carotid 
artery. 

T
h
e
 o
x
y
g
e
n
 c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
 
w
a
s
 

estimated 
b
y
 m
e
a
n
s
 of 
the 
di
佐
rential
apparat:.is 

nf 
Barcroft. 

T
h
e
 
results 
are 
briefly 
s
u
m
m
a
r
i
s
e
d
 
as 
follows
.
 

I. 
B
y
 the 
application 

of 
heat 
a
b
o
v
e
 4
0
°
C
,
 
the 
b
l
o
o
d
 
flow 
of 
the 
part 
is 
invariaqly 

hightened. 

2. 
T
h
e
 
m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
 
of 
tissues 
of 
the 
part 
d
o
e
s
 not 
increase 

at 
4
0。C.
If 
heat applied 

is 
raised 
a
b
o
v
e
 4
2
°
C
 the 

m
e
t
a
b
o
l
i
s
m
 of the 
part 
increases 

without 
fail, 
a
n
d
 the 
rate 
of 
increase 

rises 
g
enerally 

in 
parallel 

w
i
t
h
 
the 
ri
日
of
the 

temperature 
of 
water. 

3
.
 U
p
 to 
5
0
°
C
 the v
e
n
υ
u
s
 bl
o
o
d
 contains m

o
r
e
 o
x
y
g
e
n
 t
h
a
n
 before 

heat
叩

pli~a
tion.
W
h
e
n
 ¥¥・e
 raise 
heat a
b
o
v
e
 5
 5
 °
 

C, 
the o
x
y
g
e
n
 content is 

ra
iぽ
cl
抗
日
rst
but s
o
o
n
 diminishes. 

T
h
e
 f
o
r
m
e
r
 part of the fact 

agrees 
w
i
t
h
 the
 o
b
servations o

f
 

P
e
m
b
e
r
t
o
n
,
 
M
e
a
k
i
n
s
,
 
Davies, 

Barcroft 
a
n
d
 
others 
that 
the 
v
e
n
o
u
s
 b
l
o
o
d
 
t
a
k
e
n
 
f
r
o
m
 t
h
e
 
h
u
m
a
n
 a
r
m
 w
a
r
m
e
d
 w
i
t
h
 
h
o
t
 

w
a
t
e
r
 
h
a
s
 
a
n
 
a
p
p
e
a
r
a
n
c
e
 
m
o
r
e
 arterial 

a
n
d
 
contains 

m
u
c
h
 o
x
y
g
e
n
.
 
T
h
e
 latter 
part, 
h
o
w
ever, 
contradicts 

th
e
m
.
 

4. 
If 
the 
leg 
is 
cooled 
with 
w
a
t
e
r
 
b
e
l
o
w
 
3
4
 °C, 
the 
rate 
of 
the 
b
l
o
o
d
 
flow 
in 
the 
femoral 

vein 
diminishes 

without 
fail. 

5. 
T
h
e
 
m
e
t
a
b
o
lic 
rate 
in 
th
e
 part 
d
o
es
 n
o
t
 decrease 

as 
far 
as 
33。
C,
but 
if 
c
o
oled 
b
e
l
o
w
 
3
0
今C
it 
d
じ
c
re
a
犯
S

invariably, 
a
n
d
 d
e
c
lines 
g
e
n
e
1叫
ly
in 
a
c
仁
or
d
with 
the 
fall 
o
f
 th
e
 t
e
m
p
e
r
a
t
u
r
e
 
o
f
 w
a
ter. 

6
.
 B
e
t
w
e
e
n
 3
4
-
2
5
°
C
 the quantity of nxyg-

巴
n
in 
the 
v
e
n
o
u
s
 
b
l
o
o
d
 is 
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